
近
世
朝
廷
と
寺
社
の
祈
禱
　
―
近
世
的
七
社
七
寺
体
制
の
成
立
と
朝
幕
関
係
―
　
　
　
　
　
　
　
間
　
瀬
　
久
美
子

一

　〈
論
文
〉

　
　
　

近
世
朝
廷
と
寺
社
の
祈
禱

          

―
近
世
的
七
社
七
寺
体
制
の
成
立
と
朝
幕
関
係
―

　
間
　
瀬
　
久
美
子

は
じ
め
に

　
近
世
の
天
皇
は
、ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
に
お
け
る
大
方
の
見
解
は
、深
谷
克
己『
近
世
の
国
家
・

社
会
と
天
皇
』⑴

に
代
表
さ
れ
る
次
の
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
近
世
幕
藩
制
国
家
は
、「
公
武
御
同
躰
」
の
公

儀
＝
国
家
公
権
が
構
成
さ
れ
る
も
、
権
力
分
有
で
は
な
く
、「
公
儀
」
内
部
の
、
軍
事
的
政
治
的
権
力
と
宗
教
的
身
分
的
権
威
の
分
業

で
あ
る
と
捉
え
、
将
軍
と
天
皇
の
区
別
は
、
国
家
権
力
と
国
家
権
威
の
区
別
で
あ
っ
て
、
と
も
に
幕
藩
制
国
家
の
内
在
的
要
素
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
幕
藩
制
期
の
天
皇
の
重
要
な
機
能
の
一
つ
が
宗
教
的
機
能
で
あ
り
、
そ
れ
は
寛
永
期
に
至
る
ま
で
の
朝
幕
確
執
を
通
じ

て
天
皇
か
ら
の
政
事
・
軍
事
機
能
の
剥
奪
過
程
を
と
も
な
い
な
が
ら
の
神
事
機
能
へ
の
封
鎖
の
結
果
で
あ
る
。
深
谷
は
、
天
皇
の
も
う

一
つ
の
機
能
と
し
て
、
官
位
制
度
に
よ
る
天
皇
・
朝
廷
の
身
分
的
観
念
を
形
象
化
す
る
役
割
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
第
二
の
機
能
を
、

高
埜
利
彦
は
「
禁
中
並
公
家
諸
法
度
」
で
規
定
さ
れ
た
官
位
・
改
暦
・
僧
位
僧
官
・
上
人
号
等
に
お
け
る
国
制
的
機
能
⑵

と
表
現
し
て

い
る
。
本
稿
で
は
主
と
し
て
、
深
谷
や
高
埜
が
天
皇
の
第
一
の
機
能
と
し
て
挙
げ
る
宗
教
的
機
能
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
こ
う
し
た

近
世
国
家
の
公
儀
論
に
も
と
づ
い
て
、
近
年
多
く
の
近
世
幕
藩
制
国
家
に
お
け
る
朝
廷
と
幕
府
の
関
係
論
が
実
証
研
究
と
し
て
急
速
に

進
展
し
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
天
皇
の
宗
教
的
役
割
、
近
世
朝
廷
祭
祀
に
注
目
し
つ
つ
朝
廷
幕
府
研
究
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
の
が
、
高
埜
利
彦
と
井
上
智
勝
で
あ
る
。
高
埜
は
、
近
世
の
朝
廷
は
幕
藩
制
国
家
の
な
か
で
国
家
安
全
・
五
穀
豊
穣
等
の
祈
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願
を
神
祇
道
・
仏
教
な
ど
で
行
な
い
、
ま
た
幕
府
は
伊
勢
は
じ
め
二
二
社
や
東
大
寺
等
の
大
社
大
寺
等
に
朱
印
地
を
与
え
修
復
等
を
行

な
う
こ
と
で
国
家
安
全
や
幕
府
権
力
の
長
久
を
祈
願
さ
せ
る
役
割
を
担
わ
せ
た
と
捉
え
、
そ
の
祭
祀
構
造
を
内
（
禁
中
内
侍
所
等
）・

表
（
朝
廷
行
事
）・
外
（
寺
社
）
と
い
う
三
重
の
同
心
円
的
構
造
と
し
て
提
示
⑶

し
た
。
井
上
智
勝
⑷

は
、
国
家
祭
祀
と
い
う
視
点
を
強

調
し
、
近
世
日
本
に
は
国
家
規
模
の
祀
典
書
も
祭
祀
の
基
準
も
な
く
、
徳
川
政
権
は
天
皇
朝
廷
の
有
し
た
国
家
祈
禱
権
を
利
用
し
て
政

権
の
正
当
性
を
高
め
、
国
家
祭
祀
は
一
次
的
な
恒
例
国
家
祭
祀
と
二
次
的
な
臨
時
国
家
祈
禱
の
二
重
構
造
か
ら
成
り
、
そ
の
主
た
る
担

い
手
は
天
皇
朝
廷
で
、
徳
川
幕
府
は
臨
時
祈
禱
の
み
天
皇
朝
廷
と
共
に
担
っ
た
が
、
施
設
維
持
や
財
政
面
で
の
間
接
関
与
に
止
ま
っ
た

と
捉
え
て
い
る
。
山
口
和
夫
も
豊
臣
政
権
期
の
祈
禱
に
注
目
し
つ
つ
、
近
世
朝
廷
の
政
治
的
宗
教
的
機
能
に
つ
い
て
、
特
に
天
皇
祭
祀

を
神
仏
習
合
と
い
う
視
点
か
ら
日
常
的
な
神
事
（
毎
日
御
拝
）・
仏
事
（
黒
戸
の
念
持
仏
・
祈
禱
）・
儀
礼
（
即
位
灌
頂
・
大
嘗
祭
）
に

分
類
し
て
論
じ
て
お
り
、
寺
社
で
の
地
震
祈
禱
に
つ
い
て
も
、
上
七
社
・
七
大
寺
が
朝
廷
祭
祀
の
担
い
手
と
し
て
国
家
的
な
祈
禱
機
能

を
担
っ
た
⑸

と
論
じ
て
い
る
。
松
本
久
史
は
、
朝
廷
・
神
社
祭
祀
の
な
か
に
、
勅
使
派
遣
・
宣
命
幣
帛
執
行
を
伴
う
重
儀
で
あ
る
「
奉
幣
」

と
、
神
社
内
で
の
祈
禱
が
巻
数
と
し
て
朝
廷
に
献
上
さ
れ
る
日
常
型
の
「
祈
禱
」
の
二
種
類
に
分
類
し
、
上
七
社
七
寺
の
祈
禱
が
近
世

朝
廷
に
特
有
な
も
の
で
あ
る
⑹

と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
石
津
裕
之
は
、
二
二
社
の
う
ち
北
野
天
満
宮
を
素
材
と
し
て
、
二
二
社
が
如
何

に
朝
廷
と
の
関
係
の
中
で
自
社
を
位
置
付
け
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
寺
社
伝
奏
以
外
の
内
部
組
織
構
成
員
や
菅
原
氏
と
い
う
複
数

の
媒
介
者
に
焦
点
を
当
て
て
、
神
社
側
か
ら
の
朝
廷
と
の
関
係
を
実
証
的
に
分
析
⑺

し
て
い
る
。
櫛
田
良
道
は
、
幕
府
側
の
祈
禱
と
し

て
将
軍
家
祈
禱
寺
と
し
て
の
護
持
院
・
護
国
寺
・
寛
永
寺
に
つ
い
て
そ
の
役
割
を
分
析
し
て
い
る
⑻

が
、
災
害
時
の
祈
禱
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
以
上
の
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
近
世
の
国
家
祭
祀
の
一
つ
で
あ
り
、
高
埜
で
い
え
ば
朝
廷
祭
祀
の
内
と
外
、
井
上
の

い
う
二
次
的
臨
時
国
家
祈
禱
で
あ
る
元
禄
一
六
年
の
関
東
大
地
震
に
対
す
る
朝
廷
幕
府
と
上
七
社
寺
の
祈
禱
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
論

じ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
綱
吉
政
権
以
前
に
つ
い
て
豊
臣
政
権
期
に
ま
で
遡
っ
て
、
近
世
朝
廷
と
寺
社
の
祈
禱
に
つ
い
て
、
民
衆
生
活
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三

に
も
っ
と
も
関
係
の
深
い
災
害
祈
禱
を
災
害
以
外
の
祈
禱
全
体
の
な
か
で
位
置
づ
け
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
。
紙
数
の
関
係
も
あ
り
、

今
回
は
主
に
近
世
前
半
に
成
立
す
る
上
七
社
七
寺
体
制
の
成
立
に
至
る
過
程
を
検
討
す
る
。
今
回
使
用
し
た
主
た
る
史
料
は
、
正
親
町

天
皇
か
ら
孝
明
天
皇
に
至
る
各
『
天
皇
皇
族
実
録
』
⑼

で
あ
る
。

　
一
　
近
世
朝
廷
と
寺
社
の
災
害
祈
禱

　
　
　（
一
）
豊
臣
政
権
期

　
　
　
　
１ 

正
親
町
天
皇
・
後
陽
成
天
皇
の
時
代

　
表
１
は
、『
正
親
町
天
皇
実
録
』・『
後
陽
成
天
皇
実
録
』
⑽

か
ら
、
一
五
八
三
年
一
月
―
一
五
九
八
年
八
月
ま
で
の
豊
臣
政
権
期
に
お

け
る
社
寺
と
禁
中
祈
禱
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
、
当
該
期
は
禁
中
の
中
で
も
内
侍
所
御
神
楽
中
心
の
祈
禱
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
一
六
年
間
の
特
徴
は
、
①
秀
吉
関
係
の
社
寺
・
禁
中
内
侍
所
御
神
楽
が
執
行
さ
れ
る
時
期
は
、
天
正
一
三

年
（
一
五
八
五
）
七
月
の
秀
吉
関
白
就
任
以
降
で
あ
る
こ
と
。
②
一
八
回
の
内
侍
所
御
神
楽
の
う
ち
、
北
政
所
申
請
が
七
回
と
最
も
多

く
秀
吉
の
戦
勝
・
病
回
復
等
秀
吉
関
係
が
計
一
二
回
と
三
分
の
二
を
占
め
る
こ
と
。
③
禁
裏
清
涼
殿
等
内
侍
所
以
外
で
の
祈
禱
で
も
聚

楽
第
行
幸
無
為
・
秀
吉
戦
勝
・
病
祈
禱
が
三
回
あ
る
こ
と
。
④
社
寺
（
石
清
水
・
賀
茂
・
吉
田
・
諸
社
）
に
お
け
る
秀
吉
戦
勝
祈
願
が

七
回
も
あ
り
、
特
に
天
正
一
八
年
の
小
田
原
攻
め
の
際
に
は
、
諸
社
・
内
侍
所
御
神
楽
・
禁
裏
金
剛
童
子
法
・
聖
護
院
・
禁
裏
黒
戸
と

五
回
に
及
ぶ
神
仏
祈
禱
を
執
行
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
朝
廷
に
よ
る
災
害
祈
禱
は
、
変
異
・
炎
旱
・
疫
疾
病
・
止
雨
・
妖
徴
・
月
蝕
・

天
変
（
彗
星
）・
地
震
に
対
す
る
も
の
が
一
四
回
あ
り
、
天
皇
の
誕
辰
日
御
慎
・
不
豫
・
安
産
の
皇
室
に
対
す
る
祈
禱
六
回
の
二
倍
以

上
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
民
衆
生
活
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
災
害
祈
禱
は
、
表
１
と
２
か
ら
天
正
一
三
年

（
一
五
八
五
）
一
一
月
の
大
地
震
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
年
一
二
月
に
禁
中
紫
宸
殿
清
涼
殿
と
伊
勢
神
宮
で
執
行
さ
れ
た
地
震

祈
禱
は
、
朝
廷
が
発
令
し
た
も
の
で
あ
り
秀
吉
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
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四

　
　
　
　
２ 

伊
勢
神
宮
に
お
け
る
戦
国
期
か
ら
徳
川
初
期
の
祈
禱

　
国
家
祈
禱
に
お
け
る
朝
廷
寺
社
の
役
割
を
検
討
す
る
た
め
に
、
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
戦
国
期
か
ら
徳
川
初
期
に
お
け
る
祈
禱
を
一
覧

に
し
た
も
の
が
表
２
で
あ
る
。朝
廷
が
最
も
窮
乏
し
た
戦
国
期
後
柏
原
天
皇
の
永
正
年
間
伊
勢
内
外
宮
の
四
回
の
祈
禱
の
う
ち
二
回
は
、

天
変
地
妖
と
変
異
で
あ
り
、
豊
臣
秀
吉
政
権
期
の
内
外
宮
合
計
一
三
回
の
祈
禱
の
う
ち
八
回
は
地
震
・
止
雨
・
炎
旱
・
晴
雨
・
怪
異
に

対
す
る
災
害
祈
禱
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
天
皇
の
健
康
・
儀
式
祈
禱
が
中
心
で
は
な
い
。

　
表
１
『
太
神
宮
御
祈
引
付
』
⑾

（
自
文
明
一
九
至
元
和
六
年
）
に
は
、
秀
吉
・
家
康
・
家
康
母
病
平
癒
祈
禱
が
内
外
宮
合
計
六
回
に

対
し
て
、
後
陽
成
院
と
女
院
御
不
例
・
若
宮
元
服
の
内
外
宮
祈
禱
が
計
三
回
あ
る
の
み
で
、
皇
室
第
一
の
宗
廟
で
あ
る
伊
勢
神
宮
に
お

い
て
も
戦
国
期
か
ら
江
戸
初
期
ま
で
の
役
割
は
、
決
し
て
皇
室
健
康
・
儀
式
祈
禱
が
主
た
る
役
割
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
伊
勢
内
宮
荒
木
田
守
宣
『
御
祈
類
聚
』
⑿

（
自
明
暦
四
年
至
明
治
元
年
）
で
は
、
全
一
八
八
回
の
祈
禱
中
天
変
地
異
二
八
回
・

攘
夷
二
二
回
に
対
し
て
、
天
皇
の
健
康
・
儀
式
等
が
一
三
八
回
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
戦
国
期
と
は
異
な
り
江
戸
時
代
に
は
朝
廷
財

政
の
安
定
化
に
よ
り
増
加
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
幕
末
の
攘
夷
以
外
の
災
害
祈
禱
の
割
合
は
、
豊
臣
政
権
期
と
比
べ
て
大
き
く
減
少
し

て
い
る
。

　
　
　（
二
）
江
戸
初
期
か
ら
中
期
の
災
害
祈
禱

　
表
３
は
後
陽
成
天
皇
か
ら
孝
明
天
皇
に
至
る
『
天
皇
皇
族
実
録
』
記
載
の
災
害
祈
禱
の
一
覧
表
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
祈
禱
を
社
寺

と
禁
中
と
い
う
場
所
に
注
目
し
て
区
分
す
る
と
以
下
の
三
期
に
区
分
で
き
る
。

　
　
　
　
１
後
陽
成
天
皇
か
ら
後
西
天
皇
ま
で
の
特
色

　
こ
の
時
期
の
特
色
は
、
①
祈
禱
対
象
が
彗
星
・
地
震
・
雨
・
火
事
・
大
風
・
天
変
等
に
対
す
る
も
の
で
、
②
祈
禱
場
所
は
、
社
寺
一
七
回
、

禁
中
紫
宸
殿
・
清
涼
殿
が
一
四
回
・
内
侍
所
二
回
で
、
社
寺
と
禁
中
祈
禱
の
割
合
は
二
分
さ
れ
て
い
る
。
禁
中
は
豊
臣
期
と
異
な
り
紫

宸
殿
・
清
涼
殿
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
殊
に
明

め
い
し
ょ
う

正
天
皇
の
時
代
の
災
害
祈
禱
五
回
は
全
部
宮
中
の
紫
宸
殿
等
で
行
な
わ
れ
、
内
侍
所
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五

や
社
寺
は
一
回
も
な
い
。
従
っ
て
、
③
祈
禱
法
も
神
道
護
摩
・
仁
王
経
法
・
不
動
護
摩
・
北
斗
七
星
法
・
孔
雀
経
法
・
五
大
尊
合
行
法

等
の
仏
式
祈
禱
が
大
半
で
あ
る
。
④
こ
の
期
全
体
の
社
寺
は
伊
勢
・
石
清
水
・
春
日
・
吉
田
・
御
霊
の
五
社
と
醍
醐
・
青
蓮
院
・
東
寺

の
三
寺
で
、
七
社
七
寺
の
固
定
化
さ
れ
た
寺
社
で
は
な
い
。
殊
に
後
光
明
天
皇
時
代
は
明
正
天
皇
と
は
対
照
的
に
伊
勢
・
春
日
・
吉
田

の
三
社
と
東
寺
で
の
社
寺
中
心
の
祈
禱
で
、
禁
中
祈
禱
は
伊
勢
大
風
時
に
清
涼
殿
で
の
青
蓮
院
宮
に
よ
る
仏
式
祈
禱
一
回
が
あ
る
の
み

で
あ
る
。
⑤
後ご

西さ
い

天
皇
時
代
は
禁
中
二
回
、
社
寺
二
回
と
な
り
、
殊
に
寛
文
二
年
五
月
の
大
地
震
に
対
す
る
祈
禱
は
伊
勢
・
石
清
水
・

賀
茂
・
春
日
・
日
吉
五
社
と
延
暦
・
園
城
・
東
寺
と
い
っ
た
天
台
・
真
言
宗
の
頂
点
に
位
置
す
る
寺
院
に
対
し
て
、
七
日
間
の
祈
禱
が

執
行
さ
れ
て
お
り
、
近
世
的
朝
廷
主
導
の
寺
社
に
お
け
る
災
害
時
国
家
祈
禱
体
制
の
萌
芽
が
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
２
霊
元
天
皇
時
代

　
霊
元
天
皇
時
代
に
な
っ
て
、
近
世
の
朝
廷
祈
禱
体
制
は
整
備
さ
れ
て
く
る
。
即
ち
禁
中
祈
禱
は
、
ほ
ぼ
内
侍
所
に
一
本
化
さ
れ
、
従

来
仏
式
祈
禱
が
行
な
わ
れ
て
い
た
紫
宸
殿
等
で
の
祈
禱
は
姿
を
消
し
、
御
神
楽
・
御
祈
と
い
っ
た
神
式
祈
禱
が
中
心
と
な
る
。
そ
れ
に

伴
っ
て
、
社
寺
は
伊
勢
・
石
清
水
・
賀
茂
・
松
尾
・
稲
荷
・
平
野
・
春
日
の
上
七
社
に
整
備
さ
れ
、
寺
院
は
延
暦
・
園
城
・
興
福
・
東

大
・
東
・
仁
和
・
広
隆
の
七
寺
に
固
定
化
し
て
い
く
こ
と
が
、
表
３
か
ら
読
み
と
れ
る
。
後
陽
成
天
皇
か
ら
後
西
天
皇
ま
で
の
禁
中
祭

祀
は
仏
式
神
式
の
両
方
の
祈
禱
が
執
行
さ
れ
て
い
た
が
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
霊
元
即
位
以
降
は
、
従
来
の
禁
中
紫
宸
殿
清
涼
殿

等
で
執
行
さ
れ
て
い
た
仏
式
祈
禱
が
消
え
て
、
上
七
社
に
準
ず
る
七
寺
が
加
わ
り
、
七
社
七
寺
に
よ
る
神
仏
両
式
の
国
家
祈
禱
へ
と
変

貌
を
遂
げ
て
い
っ
た
。
こ
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
未
解
明
で
あ
る
。
一
つ
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）、
霊

元
天
皇
即
位
と
同
時
に
正
親
町
実
豊
が
霊
元
の
議
奏
に
任
命
さ
れ
、
翌
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
は
武
家
伝
奏
に
就
任
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
霊
元
は
東
山
に
譲
位
し
た
直
後
の
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
一
〇
月
二
四
日
の
「
勅
答
之
留
」
に
お
い
て
仏
札
・
仏
護
・

僧
形
障
子
絵
・
対
屋
仏
像
・
黒
戸
仏
像
を
禁
中
や
仙
洞
御
所
か
ら
取
り
払
い
別
殿
に
置
く
こ
と
を
命
じ
て
い
る
⒀

。
霊
元
天
皇
が
朝
儀

復
興
意
識
の
強
い
天
皇
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に
多
く
の
研
究
者
の
認
め
る
⒁

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
霊
元
期
の
仏
式
排
除
の
考
え
方
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は
、
正
親
町
神
道
即
ち
仏
式
排
除
の
山
崎
闇
斎
垂
加
神
道
の
影
響
⒂

な
の
か
、
霊
元
の
即
位
当
時
院
政
を
敷
い
て
い
た
後
水
尾
院
の
影

響
な
の
か
⒃

に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
確
認
で
き
な
い
。

　
　
　
　
３
霊
元
天
皇
以
降
の
災
害
祈
禱

　
霊
元
天
皇
の
時
代
に
朝
廷
に
よ
る
国
家
祈
禱
体
制
は
七
社
七
寺
体
制
が
成
立
し
、
以
降
の
災
害
天
変
祈
禱
体
制
の
基
本
と
な
っ
て
踏

襲
さ
れ
、
禁
中
内
侍
所
御
神
楽
で
天
変
地
異
や
災
害
祈
禱
が
執
行
さ
れ
る
こ
と
は
ご
く
稀
と
な
っ
た
。
内
侍
所
御
神
楽
で
執
行
さ
れ
た

災
害
祈
禱
は
、
①
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
一
一
月
の
関
東
大
地
震
②
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
一
二
月
の
妖
星
出
現
③
明
和
六
年

（
一
七
六
九
）
八
月
の
彗
星
④
同
七
年
（
一
七
七
〇
）
六
月
の
孛
星
出
現
⑤
同
九
年
（
一
七
七
二
）
九
月
の
関
東
大
火
大
風
⑥
天
保
三

年
（
一
八
三
二
）
閏
一
一
月
一
四
日
の
文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
）
地
震
後
予
防
祈
禱
⑦
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
一
〇
月
の
江
戸
城

本
丸
炎
上
⑧
同
七
年
（
一
八
六
〇
）
二
月
の
悪
疫
流
行
の
八
例
の
み
で
あ
る
。
八
例
中
二
例
、
元
禄
一
六
年
関
東
大
地
震
と
明
和
九
年

関
東
大
火
大
風
に
対
す
る
内
侍
所
御
神
楽
は
将
軍
（
綱
吉
と
家
治
）
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
、
文
政
一
三
年
京
都
大
地
震
お
よ
び
安
政

二
年
江
戸
大
地
震
に
対
す
る
災
害
祈
禱
は
、
七
社
七
寺
の
み
で
あ
る
。
但
し
、
霊
元
期
以
降
も
②
③
④
の
彗
星
等
天
変
に
対
す
る
祈
禱

は
内
侍
所
で
も
執
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
水
尾
天
皇
在
位
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
一
一
月
一
八
日
の
彗
星
に
対
す
る
内
侍
所
御

神
楽
が
先
例
と
な
り
、
霊
元
天
皇
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
一
一
月
九
日
の
後
水
尾
法
皇
発
願
に
よ
る
ほ
う
き
星
光
物
出
現
に
対
す
る

内
侍
所
御
神
楽
で
⒄

確
立
し
た
と
思
わ
れ
る
。
国
家
祭
祀
祈
禱
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
民
衆
に
と
っ
て
最
も
生
活
上
切
実
な

炎
旱
祈
雨
祈
禱
が
、
禁
中
・
社
寺
共
に
明
正
天
皇
の
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
か
ら
後
桜
町
天
皇
の
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
ま
で
断

絶
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
祈
雨
祈
禱
再
開
は
、
明
和
七
年
孛
星
出
現
の
祈
禱
時
に
問
題
と
な
り
再
開
さ
れ
た
こ
と
（
別
稿
用
意
）
を
指

摘
す
る
に
止
め
た
い
。



近
世
朝
廷
と
寺
社
の
祈
禱
　
―
近
世
的
七
社
七
寺
体
制
の
成
立
と
朝
幕
関
係
―
　
　
　
　
　
　
　
間
　
瀬
　
久
美
子

七

　
二
　
災
害
以
外
の
朝
廷
と
寺
社
の
祈
禱

　
正
親
町
・
後
陽
成
天
皇
時
代
に
つ
い
て
は
、
一
章
で
述
べ
た
の
で
、
天
皇
譲
位
後
も
明
正
・
後
光
明
・
後
西
・
霊
元
の
四
天
皇
の
父

で
あ
り
、
寛
文
一
〇
年
（
一
六
七
〇
）
ま
で
院
政
に
よ
り
朝
廷
内
に
大
き
な
影
響
を
持
っ
て
い
た
後
水
尾
天
皇
に
つ
い
て
、
在
位
期
か

ら
院
政
期
の
後
西
天
皇
時
代
ま
で
の
身
体
・
儀
式
祈
禱
を
含
む
祈
禱
全
体
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　（
一
）
後
水
尾
天
皇
の
時
代

　
後
水
尾
天
皇
の
時
代
は
、
内
侍
所
御
神
楽
が
天
皇
御
代
始
・
御
殿
始
等
の
皇
室
行
事
や
上
皇
御
悩
・
中
宮
御
産
・
皇
姉
・
皇
子
高す

け

仁ひ
と

親
王
・
女
一
宮
等
天
皇
家
族
や
中
宮
母
秀
忠
正
室
の
病
気
平
癒
祈
禱
と
彗
星
出
現
の
外
、
理
由
が
明
記
さ
れ
な
い
御
神
楽
も
あ
り
、
御

神
楽
申
請
者
は
、
中
宮
和
子
の
ほ
か
、
伏
見
宮
貞
清
親
王
・
近
衛
信
尋
・
豊
臣
秀
頼
・
池
田
輝
政
（
親
子
二
代
徳
川
家
婿
）・
徳
川
義

直
・
春
日
局
の
名
も
あ
り
皇
族
関
係
者
・
将
軍
家
関
係
者
が
申
請
で
き
た
時
代
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
禁
裏
清
涼
殿
で
の
北
斗

法
・
不
動
法
等
の
仏
式
祈
禱
が
並
行
し
て
執
行
さ
れ
た
。
禁
中
紫
宸
殿
で
は
彗
星
御
祈
が
土
御
門
久
修
・
吉
田
社
萩
原
兼
従
・
青
蓮
院

尊
純
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
、
火
災
祈
禱
が
醍
醐
寺
三
宝
院
義
演
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
て
も
い
る
。
社
寺
に
お
い
て
も
石
清
水
・
伊
勢
・

春
日
・
松
尾
四
社
と
醍
醐
寺
等
に
祈
雨
・
晴
雨
・
彗
星
・
炎
旱
等
の
災
害
天
変
祈
禱
と
同
時
に
前
関
白
・
生
母
・
上
皇
・
家
康
・
将
軍

家
光
の
病
気
平
癒
や
中
宮
御
産
と
い
っ
た
身
体
祈
禱
の
両
方
が
執
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
社
寺
祈
禱
と
禁
中
祈
禱
と
の
明
確
な
区
別
や

基
本
的
基
準
は
未
成
立
で
あ
っ
た
。
社
寺
祈
禱
一
八
例
に
対
し
て
、
禁
中
祈
禱
が
四
一
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
内
侍
所
御
神
楽
を
含
む

禁
中
祈
禱
が
重
視
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
即
ち
、
朝
廷
が
直
接
祈
禱
体
制
の
中
で
果
た
す
割
合
が
大
き
い
時
代
で
あ
っ

た
。
後
水
尾
天
皇
の
時
代
は
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
の
紫
衣
事
件
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
将
軍
権
力
が
圧
倒
的
に
強
く
朝
廷
は
抑

圧
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
二
月
の
家
康
病
平
癒
祈
禱
は
石
清
水
・
伊
勢
・
賀
茂
・
春
日
・
延
暦
寺
・
南

都
諸
寺
・
多
賀
不
動
院
・
鶴
岡
・
浅
間
（
駿
府
）
等
天
下
の
諸
社
寺
や
名
僧
高
僧
神
祇
官
陰
陽
寮
で
執
行
⒅

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
寛
永

六
年
（
一
六
二
九
）
三
月
に
は
二
二
社
で
将
軍
家
光
疱
瘡
祈
禱
が
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幕
府
将
軍
家
病
気
平
癒
祈
禱
は
上
方
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大
社
寺
で
大
々
的
に
執
行
す
る
と
い
う
幕
府
の
権
勢
が
示
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。

　
　（
二
）
明
正
天
皇
の
時
代

　
明
正
天
皇
在
位
時
代
の
祈
禱
は
、
病
気
平
癒
も
災
害
祈
禱
も
非
常
に
特
殊
で
あ
っ
た
。
病
健
康
祈
禱
は
、
大
御
所
秀
忠
病
・
東
福
門

院
御
産
・
家
光
病
・
院
御
不
例
・
一
条
院
宮
疱
瘡
平
癒
で
あ
る
。
社
寺
で
は
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
七
月
の
秀
忠
病
平
癒
四
二
社

七
寺
と
、
寛
永
一
八
年
（
一
六
四
一
）
六
月
の
後
水
尾
院
御
悩
一
二
社
お
よ
び
、
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
石
清
水
へ
の
御
代
始
と
同

一
一
年
正
月
梶
井
宮
本
坊
の
院
御
悩
祈
禱
の
計
四
例
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
禁
中
祈
禱
は
内
侍
所
・
紫
宸
殿
・
清
涼
殿
で
の

祈
禱
が
二
九
例
も
あ
り
、
災
害
祈
禱
含
め
禁
裏
で
の
仏
式
祈
禱
が
中
心
で
あ
る
。
明
正
天
皇
に
と
っ
て
、
秀
忠
は
外
祖
父
・
家
光
は
叔

父
と
い
う
血
縁
関
係
の
た
め
か
病
気
平
癒
祈
禱
は
社
寺
の
み
な
ら
ず
秀
忠
は
内
侍
所
御
神
楽
、
家
光
は
禁
中
に
お
け
る
不
動
護
摩
も
執

行
さ
れ
て
い
る
。
上
皇
病
・
東
福
門
院
御
産
・
厄
年
等
の
皇
親
健
康
祈
禱
は
、
内
侍
所
と
社
寺
の
両
方
で
執
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

明
正
の
時
代
は
天
変
異
常
気
象
も
多
く
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
五
月
に
は
旱
魃
祈
禱
、
同
一
〇
年
（
一
六
三
三
）
五
月
・
同
一
二

年
（
一
六
三
五
）
六
月
・
同
一
四
年
（
一
六
三
七
）
年
一
一
月
に
は
天
変
祈
禱
、
同
一
八
年
（
一
六
四
一
）
三
月
に
は
江
戸
大
火
祈
禱

を
各
七
日
間
ず
つ
執
行
し
て
い
る
。
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
四
月
二
五
日
と
同
一
二
年
七
月
二
六
日
に
は
、
赤
気
（
オ
ー
ロ
ラ
）
現

象
⒆

も
出
現
し
て
お
り
、
オ
ー
ロ
ラ
は
太
陽
活
動
の
活
発
な
年
に
起
き
て
い
る
の
で
、
同
八
年
五
月
の
旱
魃
と
同
一
二
年
六
月
の
天
変

祈
禱
は
、
赤
気
を
含
む
天
変
祈
禱
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
こ
の
時
期
の
赤
気
は
「
凶
事
」
と
捉
え
ら
れ
ず
、
同
八
年
七
月
の
秀
忠
病

お
よ
び
同
一
二
年
六
月
の
家
光
病
と
関
連
付
け
て
記
載
す
る
こ
と
は
、
朝
廷
側
幕
府
側
共
に
回
避
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　（
三
）
後
光
明
天
皇
の
時
代

　
後
光
明
天
皇
の
時
代
の
特
色
は
、
明
正
期
と
は
逆
に
社
寺
祈
禱
体
制
の
構
築
で
あ
っ
た
。
後
光
明
の
御
代
始
祈
禱
は
、
内
侍
所
御
神

楽
に
先
立
つ
寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
）
一
〇
月
一
〇
日
に
石
清
水
・
賀
茂
・
松
尾
・
稲
荷
・
日
吉
・
春
日
・
吉
田
の
七
社
と
仁
和
寺
・

大
覚
寺
・
聖
護
院
・
妙
法
院
・
天
台
座
主
梶
井
門
跡
・
醍
醐
寺
三
宝
院
・
随
心
院
・
青
蓮
院
・
東
寺
と
い
う
門
跡
寺
院
中
心
の
九
寺
で



近
世
朝
廷
と
寺
社
の
祈
禱
　
―
近
世
的
七
社
七
寺
体
制
の
成
立
と
朝
幕
関
係
―
　
　
　
　
　
　
　
間
　
瀬
　
久
美
子

九

即
位
無
風
雨
祈
禱
が
執
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
二
月
一
〇
日
に
御
代
始
と
し
て
石
清
水
に
勅
使
が
派
遣
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
慶
長
一
八

年
（
一
六
一
三
）
の
後
水
尾
・
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
の
明
正
の
先
例
に
習
っ
た
も
の
で
あ
る
。
後
光
明
は
こ
の
ほ
か
に
、
紫
宸
殿

で
御
代
始
の
太
元
師
法
や
清
涼
殿
等
で
の
聖
護
院
宮
・
大
覚
寺
宮
に
よ
る
仏
式
祈
禱
御
修
法
を
執
行
し
て
い
る
。
災
害
に
対
し
て
も
皇

族
親
王
と
仏
式
祈
禱
を
起
用
し
た
。
寛
永
二
一
年
（
一
六
四
四
）
七
月
の
伊
勢
大
風
に
対
し
て
は
伊
勢
・
吉
田
社
と
禁
裏
清
涼
殿
で
の

七
日
間
祈
禱
を
執
行
さ
せ
た
が
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
の
地
震
祈
禱
は
執
行
し
て
い
な
い
。
こ
の
一
方
で
怪
異
現
象
に
対
し
て
は

敏
感
で
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
三
月
八
日
に
は
東
寺
で
大
覚
寺
宮
尊
性
親
王
に
七
日
間
の
北
斗
法
祈
禱
を
執
行
さ
せ
、
ま
た
同
一
六

日
に
春
日
社
で
関
白
一
条
昭
良
が
御
神
楽
を
挙
げ
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
の
春
日
社
殿
鳴
動
に
対
し
て
も
春
日
で
の
祈
禱
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。

　
後
光
明
時
代
の
大
き
な
変
化
は
、
何
と
い
っ
て
も
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
か
ら
の
伊
勢
と
日
光
東
照
宮
へ
の
奉
幣
使
派
遣
で
あ
る

が
、
伊
勢
発
遣
に
対
し
て
は
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
か
ら
天
皇
も
南
殿
（
紫
宸
殿
）
で
御
拝
を
し
て
お
り
、
伊
勢
神
宮
の
位
置
付

け
を
東
照
宮
よ
り
上
に
お
く
意
識
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
病
気
平
癒
祈
禱
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
三
月
の

将
軍
家
光
の
病
平
癒
祈
禱
で
、
秀
忠
の
時
と
は
明
ら
か
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
内
侍
所
御
神
楽
は
秀
忠
先
例
に
準
じ
て
二
回
執
行
し
て

い
る
が
、
寺
社
祈
禱
は
石
清
水
一
社
へ
奉
幣
使
を
派
遣
し
て
い
る
の
み
で
、
明
正
天
皇
の
秀
忠
祈
禱
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
幅

に
縮
小
さ
れ
て
い
る
。
後
光
明
天
皇
は
承
応
改
元
に
対
し
て
も
改
元
日
や
元
号
案
を
幕
府
に
提
示
す
る
等
積
極
的
な
朝
廷
の
意
志
を
表

明
⒇

し
て
い
る
が
、
病
気
平
癒
祈
禱
に
お
い
て
も
、
天
皇
と
将
軍
を
区
別
す
る
考
え
方
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
秀
忠
と
家
光
の

病
気
平
癒
祈
禱
の
相
違
は
、
後
水
尾
院
の
意
思
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
家
光
死
去
か
ら

半
月
後
に
後
水
尾
院
は
突
然
落
飾
し
て
い
る
が
、
こ
の
行
動
に
対
し
て
所
司
代
板
倉
重
宗
が
大
老
酒
井
忠
勝
宛
て
書
状
で
後
水
尾
院
が

家
光
勅
使
と
し
て
前
内
大
臣
西
園
寺
実
晴
の
選
定
は
位
が
高
過
ぎ
る
と
不
満
を
も
ら
し
た
こ
と
を
記
し
、
ま
た
林
羅
山
も
幕
府
は
院
の

行
動
に
批
判
的
で
あ
っ
た
�

こ
と
を
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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　（
四
）
後
西
天
皇
の
時
代

　
後
西
天
皇
は
よ
く
そ
の
退
位
理
由
と
し
て
、
在
位
期
間
中
（
一
六
五
四
年
～
一
六
六
三
年
）
の
火
事
地
震
等
災
害
の
多
さ
が
列
挙
さ

れ
る
。
実
際
に
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
一
月
の
明
暦
の
大
火
で
江
戸
城
天
守
閣
が
焼
け
落
ち
、
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
一
月
の
京

都
大
火
で
は
、
禁
裏
・
本
院
（
後
水
尾
）・
新
院
（
明
正
）・
女
院
（
東
福
門
院
）
御
所
が
悉
く
消
失
、
仮
皇
居
・
内
侍
所
も
照
高
院
宮

道
晃
親
王
の
白
川
邸
に
移
り
、
更
に
摂
家
近
衛
基
熈
邸
に
移
り
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
一
月
二
六
日
に
後
西
天
皇
譲
位
と
霊
元
天

皇
受
禅
の
儀
が
執
行
さ
れ
た
が
、
新
造
内
裏
へ
内
侍
所
が
渡
御
し
た
の
は
翌
二
七
日
�

で
あ
っ
た
。
こ
の
間
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）

五
月
一
日
に
は
寛
文
大
地
震
が
発
生
し
、
幕
府
と
朝
廷
と
の
間
で
後
西
天
皇
譲
位
が
決
定
さ
れ
た
た
め
、
新
造
内
裏
に
移
る
こ
と
な
く

譲
位
さ
せ
ら
れ
た
悲
運
の
天
皇
で
あ
る
。

　
後
西
天
皇
時
代
の
祈
禱
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
西
は
一
八
歳
で
践
祚
し
て
お
り
、
七
歳
の
明
正
、
一
一

歳
の
後
光
明
、
十
歳
の
霊
元
天
皇
と
は
異
な
り
、
天
皇
自
身
の
意
志
が
祈
禱
に
も
反
映
さ
れ
た
と
判
断
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
後
西

天
皇
の
御
代
始
は
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
一
二
月
二
三
日
当
時
内
裏
未
完
成
の
た
め
仙
洞
御
所
内
に
あ
っ
た
内
侍
所
御
神
楽
の
み
で

社
寺
で
の
祈
禱
は
な
い
。
禁
中
祈
禱
が
多
く
、そ
れ
も
内
侍
所
御
神
楽
が
多
い
。
例
え
ば
明
暦
二
年（
一
六
五
六
）一
二
月
に
は
四
回（
一

回
は
後
水
尾
勅
願
）
も
執
行
し
出
御
し
て
い
る
が
理
由
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
在
位
期
間
中
の
大
災
害
に
対
す
る
寺
社
祈
禱
は
寛
文

二
年
（
一
六
六
二
）
五
月
の
大
地
震
に
対
す
る
五
社
三
寺
の
祈
禱
（
後
述
）
以
外
は
な
い
。
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
一
月
一
八
日
の

明
暦
大
火
（
振
袖
火
事
）
に
対
し
て
は
、
寺
社
・
禁
中
共
に
大
火
理
由
の
祈
禱
は
な
く
、
翌
二
月
一
二
日
の
清
涼
殿
護
摩
七
日
間
祈
禱

が
あ
る
の
み
で
、
翌
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
一
月
の
江
戸
大
火
で
は
三
月
五
日
に
な
っ
て
初
め
て
江
戸
大
火
を
名
目
と
す
る
紫
宸
殿

七
日
間
の
護
摩
祈
禱
を
執
行
し
て
い
る
。
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
一
月
の
京
都
大
火
で
は
禁
裏
御
所
周
辺
が
悉
く
消
失
し
て
し
ま
っ

た
の
で
勿
論
祈
禱
は
な
い
が
、し
か
し
同
年
四
月
の
天
変
（
異
常
に
赤
い
入
日
と
月
�

）
に
対
し
て
は
内
侍
所
御
神
楽
を
執
行
し
て
い
る
。

身
体
・
儀
式
祈
禱
は
即
位
間
も
な
い
承
応
四
年
（
一
六
五
五
）
一
月
末
の
因
幡
薬
師
へ
の
後
西
厄
年
祈
禱
と
同
年
（
明
暦
元
年
）
一
一



近
世
朝
廷
と
寺
社
の
祈
禱
　
―
近
世
的
七
社
七
寺
体
制
の
成
立
と
朝
幕
関
係
―
　
　
　
　
　
　
　
間
　
瀬
　
久
美
子

一
一

月
の
後
西
新
造
内
裏
無
為
遷
幸
（
花
町
宮
仮
御
所
か
ら
の
）
を
祈
る
天
台
真
言
両
宗
の
祈
禱
だ
け
で
あ
る
。
後
西
は
江
戸
城
天
守
が
焼

け
落
ち
た
明
暦
三
年
と
四
年
の
相
次
ぐ
江
戸
大
火
に
対
す
る
禁
中
祈
禱
の
対
応
も
遅
く
、
幕
府
か
ら
み
れ
ば
江
戸
大
被
害
に
対
し
て
非

常
に
疎
い
天
皇
と
い
う
認
識
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
後
西
天
皇
一
人
の
対
応
と
い
う
よ
り
は
後
光
明
期
か
ら
の
朝
廷
側
の
姿
勢
で
あ
っ
た

可
能
性
も
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
後
西
が
幕
府
に
よ
っ
て
退
位
を
迫
ら
れ
た
理
由
の
一
つ
は
、
災
害
が
多
い
か
ら
で
は
な
く
江
戸
災
害
に

疎
い
＝
幕
府
へ
の
心
遣
が
希
薄
な
天
皇
と
い
う
受
け
止
め
方
を
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
幕
府
に
対
し
て
は
、
ま
だ
気
を
抜

く
こ
と
は
で
き
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。

三
　
近
世
上
七
社
七
寺
祈
禱
体
制
の
成
立
と
朝
幕
関
係

　
　（
一
）
二
二
社
を
め
ぐ
る
朝
幕
の
確
執
―
後
水
尾
天
皇
か
ら
後
西
天
皇
へ
ー

　
近
世
上
七
社
七
寺
祈
禱
体
制
は
、神
社
を
中
心
に
後
水
尾
天
皇
か
ら
後
光
明
天
皇
の
時
代
に
成
立
し
た
と
考
え
る
。そ
の
契
機
に
な
っ

た
の
が
、
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
八
月
二
二
日
の
後
水
尾
中
宮
和
子
の
安
産
祈
禱
で
あ
っ
た
。
伊
勢
・
松
尾
・
稲
荷
・
大
原
野
・
平

野
・
石
清
水
・
賀
茂
七
社
七
日
間
の
祈
禱
が
執
行
さ
れ
銀
子
三
〇
枚
の
祈
禱
料
�

が
支
払
わ
れ
た
。
こ
れ
は
通
常
の
安
産
祈
禱
で
は
な
く
、

同
年
六
月
一
一
日
に
死
去
し
た
高
仁
親
王
に
代
わ
る
皇
子
誕
生
を
強
く
願
う
も
の
で
あ
り
、
中
御
門
宣
衡
・
白
川
雅
朝
・
西
洞
院
時
直
・

広
橋
兼
賢
等
の
公
家
が
使
者
と
し
て
走
り
回
っ
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。
上
七
社
の
春
日
社
の
代
わ
り
に
大
原
野
社
が
入
る
な
ど
ま
だ

流
動
性
が
あ
っ
た
。
翌
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
閏
二
月
の
二
二
社
に
対
し
て
出
さ
れ
た
家
光
疱
瘡
祈
禱
は
、
同
閏
二
月
二
日
に
金
地

院
崇
伝
が
五
山
に
対
し
て
家
光
疱
瘡
祈
禱
を
命
じ
て
い
る
�

こ
と
や
、
後
に
元
禄
一
六
年
関
東
地
震
祈
禱
の
行
賞
先
例
と
し
て
上
賀
茂

社
が
上
賀
茂
百
石
・
貴
船
五
〇
石
の
下
行
米
を
書
き
上
げ
て
い
る
�

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
幕
府
要
請
を
う
け
て
の
祈
禱
命
令

で
あ
っ
た
。
明
正
天
皇
の
時
代
に
は
、
最
大
規
模
を
誇
る
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
七
月
二
一
日
の
大
御
所
徳
川
秀
忠
病
気
平
癒
祈
禱

が
四
二
社
七
寺
等
に
出
さ
れ
て
い
る
。
以
下
『
本
光
国
師
日
記
』�
に
基
づ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
江
戸
城
本
丸
老
中
酒
井
忠
世
か
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ら
の
伝
言
は
使
者
林
道
春
が
金
持
院
崇
伝
に
直
接
伝
え
た
。
こ
の
内
容
は
幕
府
の
祈
禱
命
令
に
対
し
て
、
対
象
と
な
る
諸
社
寺
を
崇
伝

に
書
き
上
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
崇
伝
は
早
速
、
所
司
代
板
倉
に
書
状
を
出
す
の
と
同
時
に
、
南
禅
寺
に
対
し
て
は
直
接

五
山
へ
の
祈
禱
命
令
を
伝
え
て
い
る
。
崇
伝
の
撰
ん
だ
寺
社
が
以
下
の
四
二
社
で
あ
る
。

　
　
伊
勢
・
山
城
八
幡
（
石
清
水
）・
賀
茂
・
松
尾
・
稲
荷
・
平
野
・
祇
園
・
貴
船
・
吉
田
・
御
霊
・
北
野
・
藤
森
・
御
香
・
愛
宕
権
現
・

鞍
馬
多
聞
天
王
・
大
原
野
・
梅
宮
・
春
日
・
三
輪
・
龍
田
・
日
吉
・
竹ち

く

生ぶ

島じ
ま

・
住
吉
・
熊
野
大
権
現
・
西
宮
・
厳
島
・
出
雲
・
近

江
南
宮
・
気
比
・
加
賀
白
山
・
信
濃
戸
隠
・
熱
田
・
富
士
山
大
権
現
・
三
島
・
伊
豆
・
箱
根
・
江
島
弁
財
天
・
鶴
岡
・
諏
訪
・
鹿

島
・
香
取
・
宇
都
宮
大
明
神

　
別
紙
に
、「
比
叡
山
・
三
井
寺
・
東
大
寺
・
興
福
寺
・
清
水
寺
・
東
寺
・
天
王
寺
・
葛
城
・
吉
野
」
と
記
し
、
使
者
林
道
春
に
渡
し

た
。
道
春
の
覚
書
案
に
は
以
下
の
三
箇
条
が
記
さ
れ
て
い
た
。「
一
伊
勢
ニ
而
ハ
大
々
神
楽
歟
。
一
諸
社
ニ
而
ハ
或
百
昧

（
マ
マ
）或

神
道
之
護

摩
千
度
万
度
之
代
参
祓
等
可
有
之
歟
。
一
寺
院
ハ
仁
王
大
般
若
御
修
法
。
以
上
」。
以
上
か
ら
、
祈
禱
神
社
四
二
社
九
寺
を
選
定
し
た

の
は
崇
伝
で
あ
り
、
祈
禱
方
法
を
決
め
た
の
は
林
道
春
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
朝
廷
に
は
所
司
代
を
通
じ
て
幕
府
の
意
向
が
伝
達
さ

れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
崇
伝
は
寛
永
一
〇
年
（
一
六
三
三
）
一
月
二
〇
日
に
死
去
し
て
い
る
が
、
寛
永
一
八
年
（
一
六
四
一
）
六

月
二
八
日
の
後
水
尾
院
御
不
例
祈
禱
に
お
い
て
も
幕
府
の
干
渉
が
あ
っ
た
。

　
後
水
尾
院
祈
禱
が
一
二
社
に
な
っ
た
過
程
を
、
中
宮
附
武
士
天
野
豊
前
守
長
信
の
「
大
内
日
記
」�
に
よ
っ
て
検
討
す
る
。
武
家
伝

奏
今
出
川
経
季
・
飛
鳥
井
雅
章
両
名
が
摂
政
二
條
康
道
に
御
不
例
祈
禱
対
象
神
社
に
つ
い
て
相
談
に
行
っ
た
六
月
二
二
日
、
天
野
は
日

記
に
随
心
院
門
跡
に
よ
る
院
御
所
で
の
御
修
法
が
二
二
日
よ
り
開
始
さ
れ
、
下
行
米
二
百
石
の
手
形
を
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
手
形
の
日
付
は
一
八
日
と
記
し
て
い
る
。
後
水
尾
の
病
は
六
月
一
三
日
頃
か
ら
始
ま
り
一
八
日
に
は
医
師
が
薬
を
調
合
し
て
い
る
。

天
野
は
二
四
日
に
も
二
〇
日
付
の
江
戸
よ
り
の
書
状
を
受
取
っ
て
い
る
が
、
祈
禱
寺
社
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。
し
か
し
、
二
八
日

の
日
記
に
は
、
こ
の
日
随
心
院
の
御
修
法
が
結
願
し
て
、
そ
の
撫
物
を
烏
丸
弁
と
極
﨟
（
年
功
の
六
位
蔵
人
）
が
中
宮
御
所
に
持
参
し



近
世
朝
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瀬
　
久
美
子

一
三

て
お
り
、
随
心
院
自
身
も
来
て
権
大
納
言
に
対
面
し
て
酒
肴
で
饗
応
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
二
八
日
よ
り
新
た
に
東
寺
と
大
覚
寺
門

跡
に
対
し
て
御
修
法
が
禁
中
よ
り
命
じ
ら
れ
、
そ
の
撫
物
は
柳
原
弁
の
指
示
で
蔵
人
が
受
取
っ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
以
上
か

ら
、
二
二
日
の
随
心
院
へ
の
祈
禱
要
請
は
東
福
門
院
で
あ
り
、
二
八
日
の
東
寺
・
大
覚
寺
門
跡
へ
の
祈
禱
命
令
は
明
正
天
皇
の
発
令
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
七
月
一
日
に
は
、
国
母
東
福
門
院
要
請
に
よ
り
院
御
不
例
見
舞
と
し
て
高
家
吉
良
若
狭
守
が
院
参
し
て
い

る
の
で
、
随
心
院
へ
の
下
行
米
二
百
石
は
東
福
門
院
が
江
戸
に
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
摂
政
二
條
康
道
の
「
康
道
公
記
」�
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
六
月
二
二
日
、
晴
　
両
伝
奏
来
　
勅
諚
之
趣
者
今
度
仙
洞
御
不
例
ニ
付
　
諸
社
ヘ
御
祈
祷
有
之
度
間
何
之
社
ニ
可
然
　
候
哉
　
廿

二
社
ハ
あ
ま
り
と
を
く
候
間
七
社
な
と
ニ
て
も
如
何
様
ニ
も
は
か
ら
ひ
候
而
申
候
へ
か
し
也
　
又
奉
幣
料
な
と
も
如
何
ほ
と
可
然

候
は
ん
哉
之
由
也
　
予
申
云
自
是
可
申
云
々
後
刻
以
書
付
申
上

　
　
　
御
不
例
為
御
祈
被
立
奉
幣
使
八
社
例

　
　
　
建
長
三
　
応
永
九
　
正
長
二

　
　
　
　
伊
勢
　
石
清
水
　
賀
茂
　
松
尾
　
平
野
　
稲
荷
　
春
日
　
大
原
野

　
　
　
同
被
立
七
社
例

　
　
　
応
永
廿
五
　
嘉
吉
二

　
　
　
　
伊
勢
　
石
清
水
　
賀
茂
　
春
日
　
日
吉
　
祇
園
　
北
野

　
　
之
事
遣
伝
奏
　
予
申
云
奉
幣
使
事
近
代
無
之
故
急
来
ニ
て
如
何
候
間
　
社
家
へ
被
附
候
て
可
然
歟
之
由
也

　
　
然
ら
ハ
廿
二
社
可
然
歟
由
也

　
右
の
史
料
か
ら
、
後
水
尾
院
御
不
例
祈
禱
に
つ
い
て
武
家
伝
奏
両
名
は
明
正
天
皇
の
勅
諚
と
し
て
、
摂
政
二
條
康
道
に
対
し
て
廿
二

社
は
遠
い
所
も
あ
り
七
社
で
は
ど
う
か
、
ま
た
奉
幣
料
等
は
ど
の
く
ら
い
の
も
の
か
と
質
問
し
て
い
る
。
摂
政
二
條
は
御
不
例
の
先
例
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と
し
て
、
鎌
倉
・
室
町
期
の
奉
幣
使
を
八
社
・
七
社
に
派
遣
し
た
例
を
示
し
た
が
、
奉
幣
使
派
遣
例
は
近
年
に
な
い
の
で
、
社
家
が
奉

幣
を
す
れ
ば
よ
い
と
の
見
解
を
示
し
、
二
二
社
が
よ
い
と
回
答
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
五
日
の
日
記
に
よ
る
と
、
同
日
摂
政
二
條
は

武
家
伝
奏
今
出
川
か
ら
御
不
例
祈
禱
は
一
二
社
が
適
当
で
、
そ
の
一
二
社
と
は
、
伊
勢
・
石
清
水
・
賀
茂
・
松
尾
・
平
野
・
稲
荷
・
春
日
・

日
吉
・
祇
園
・
北
野
・
貴
船
・
吉
田
の
一
二
社
で
あ
り
、
伝
達
方
法
は
神
社
伝
奏
（
執
奏
家
）
の
あ
る
神
社
に
は
神
社
伝
奏
に
、
な
い

神
社
に
は
職
事
を
通
じ
て
祈
禱
命
令
を
摂
政
か
ら
伝
達
の
こ
と
、
ま
た
祈
禱
料
は
銀
子
百
両
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
は
明
正
天
皇
の
御

意
を
得
た
決
定
で
あ
る
と
聞
か
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
朝
廷
機
構
か
ら
言
え
ば
摂
家
重
視
で
武
家
伝
奏
が
こ
れ
を
補
完
す
る
朝
議
�

で

判
断
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
摂
政
二
條
は
武
家
伝
奏
か
ら
伝
達
さ
れ
た
こ
と
を
執
行
す
る
の
み
で
、
し
か
も
天
皇
の
御
意
を
得
て
い

る
と
武
家
伝
奏
が
断
っ
て
い
る
こ
と
は
、
天
皇
自
身
の
意
見
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
所
司
代
や
二
條
家
以
外
の
摂
家
史
料

が
な
い
の
で
確
認
で
き
な
い
が
、
前
述
の
天
野
の
日
記
か
ら
も
、
こ
の
御
不
例
祈
禱
に
は
東
福
門
院
を
通
し
て
幕
府
の
関
与
が
見
受
け

ら
れ
る
。
後
水
尾
院
御
不
例
祈
禱
の
神
社
数
一
二
社
祈
禱
料
銀
子
百
両
の
意
見
は
、
寛
永
五
年
中
宮
御
産
祈
禱
の
七
社
銀
子
五
〇
枚
よ

り
も
多
く
、
翌
六
年
の
家
光
疱
瘡
祈
禱
の
二
二
社
下
行
米
百
石
と
の
中
間
を
と
っ
て
、
武
家
伝
奏
と
所
司
代
の
相
談
で
決
定
さ
れ
、
明

正
天
皇
の
同
意
を
得
て
摂
政
二
條
に
伝
達
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
寛
永
一
八
年
の
後
水
尾
院
の
病
は
精
神
的
な
病
で
あ
っ

た
ら
し
く
御
不
例
祈
禱
中
に
近
衛
邸
・
一
条
邸
・
川
原
に
外
出
す
る
等
懐
疑
的
な
行
動
が
見
ら
れ
、
医
師
・
東
福
門
院
等
周
囲
や
幕
府

の
困
惑
し
た
様
子
が
一
二
月
ま
で
約
半
年
間
続
い
た
。

　
後
水
尾
院
御
不
例
祈
禱
が
一
二
社
で
、
将
軍
家
光
疱
瘡
祈
禱
が
二
二
社
で
あ
る
こ
と
は
、
明
正
天
皇
か
ら
み
て
も
父
上
皇
の
病
よ
り

も
叔
父
将
軍
の
病
の
方
を
重
視
す
る
幕
府
優
位
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
朝
廷
と
幕
府
の
力
関
係
が
如
実
に
反
映
さ
れ

た
一
件
で
あ
る
。

　
し
か
し
、後
光
明
天
皇
の
時
代
に
な
っ
て
、抑
圧
さ
れ
て
き
た
朝
廷
も
少
し
ず
つ
、祭
祀
の
主
導
権
を
取
り
戻
す
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
の
家
光
病
平
癒
祈
禱
は
、
石
清
水
一
社
奉
幣
祈
へ
と
簡
略
化
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
こ
の
後
光
明
の
思
想
に
は
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間
　
瀬
　
久
美
子

一
五

後
水
尾
院
の
粘
り
強
い
朝
儀
復
興
意
識
の
継
承
が
み
ら
れ
る
。そ
し
て
次
の
後
西
天
皇
に
も
継
承
さ
れ
て
い
く
。寛
文
二
年（
一
六
六
二
）

五
月
一
日
の
畿
内
大
地
震
に
対
す
る
祈
禱
は
、
後
西
天
皇
に
よ
っ
て
五
月
一
一
日
に
伊
勢
・
石
清
水
・
賀
茂
・
春
日
・
日
吉
五
社
と
延

暦
寺
・
園
城
寺
・
東
寺
三
寺
に
発
令
さ
れ
た
。
実
は
こ
の
地
震
祈
禱
は
後
陽
成
天
皇
の
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
大
地
震
祈
禱
以
来
の

も
の
で
あ
り
、
後
西
天
皇
は
、
官
務
忠
利
宿
祢
に
命
じ
て
先
例
を
調
査
さ
せ
、
永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
八
月
七
日
の
地
震
祈
禱
に
ま

で
遡
ら
せ
た
先
例
に
基
づ
い
て
、
朝
廷
に
お
け
る
地
震
祈
禱
を
再
興
�

さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
近
世
的
祈
禱
体
制
は
、
朝

廷
と
幕
府
の
病
平
癒
祈
禱
を
通
じ
て
、
ま
た
災
害
祈
禱
を
朝
廷
が
実
施
し
て
い
く
過
程
の
中
で
形
成
さ
れ
て
い
く
。
　
　

　
　（
二
）
上
七
社
七
寺
祈
禱
体
制
の
成
立

　
で
は
、
霊
元
期
の
上
七
社
七
寺
体
制
は
、
誰
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
霊
元
天
皇
は
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）

一
月
二
六
日
に
一
〇
歳
で
践
祚
し
た
。
父
後
水
尾
法
皇
は
即
位
に
先
立
ち
、
霊
元
の
御
用
を
勤
め
る
葉
室
頼
業
・
園
基
福
・
正
親
町
実

豊
・
東
園
基
賢
の
四
人
に
議
奏
を
命
じ
、
彼
等
議
奏
に
対
し
て
「
禁
裏
御
所
御
定
目
」
九
カ
条
を
制
定
し
て
守
る
べ
き
注
意
事
項
を
明

記
、
更
に
職
制
と
し
て
近
習
衆
を
創
設
し
て
年
少
の
天
皇
を
支
え
る
朝
廷
内
制
度
を
整
備
し
た
。
そ
の
上
で
寛
文
一
〇
年
ま
で
は
後
水

尾
法
皇
が
院
政
を
敷
き
朝
廷
内
に
絶
大
な
権
限
�

を
持
っ
て
い
た
。
従
っ
て
災
害
祈
禱
が
寛
文
期
に
な
り
、
禁
中
で
の
祈
禱
が
内
侍
所

に
ほ
ぼ
一
本
化
さ
れ
上
七
社
七
寺
祈
禱
体
制
に
整
備
さ
れ
た
の
は
後
水
尾
院
の
意
向
と
考
え
る
。

　
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
三
月
二
九
日
、
霊
元
の
議
奏
葉
室
頼
業
と
東
園
基
賢
は
後
水
尾
法
皇
よ
り
突
然
黒
戸
に
あ
る
仏
像
を
六
ツ

（
午
後
六
時
）
よ
り
片
づ
け
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
理
由
は
「
来
月
八
日
よ
り
女
中
方
花
被
摘
候
ニ
御
黒
戸
ニ
本
尊
有
間
敷
候
」
と

「
葉
室
頼
業
記
」�
に
記
さ
れ
て
い
る
。
理
由
と
さ
れ
る
花
を
摘
む
女
中
と
は
白
川
家
出
身
の
神
事
担
当
典
侍
女
中
�

の
意
味
か
と
思
わ

れ
る
が
、
八
日
の
二
日
前
四
月
六
日
は
霊
元
の
即
位
無
風
雨
祈
禱
が
諸
寺
社
に
命
じ
ら
れ
、
八
日
に
は
そ
の
旧
例
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

黒
戸
か
ら
除
去
さ
れ
た
仏
像
の
中
に
は
法
皇
自
身
の
三
六
、七
年
前
の
御
守
本
尊
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　
以
下
「
葉
室
頼
業
記
」
に
よ
っ
て
霊
元
即
位
時
の
後
水
尾
院
の
動
き
を
検
討
す
る
。
四
月
六
日
後
水
尾
法
皇
・
後
西
上
皇
・
摂
政
二
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條
光
平
・
前
摂
政
（
関
白
）
九
条
幸
家
・
武
家
伝
奏
中
御
門
宣
順
・
勧
修
寺
経
廣
は
禁
裏
で
即
位
礼
服
御
覧
儀
式
の
相
談
の
時
に
即
位

の
諸
寺
諸
社
祈
禱
の
こ
と
を
霊
元
が
発
言
し
て
武
家
伝
奏
勧
修
寺
よ
り
甘
露
寺
方
長
に
奉
行
を
命
じ
た
。
そ
の
神
社
は
石
清
水
・
賀

茂
・
春
日
・
祇
園
・
日
吉
の
五
社
で
二
二
日
よ
り
祈
禱
開
始
、
寺
院
は
東
寺
・
東
大
寺
・
興
福
寺
・
延
暦
寺
・
仁
和
寺
・
園
城
寺
・
広

隆
寺
の
七
寺
で
一
一
日
よ
り
祈
禱
開
始
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
八
日
に
提
示
さ
れ
た
先
例
に
よ
る
と
実
は
寺
社
へ
の
即
位
無
風
雨
祈
禱

は
、
光
厳
天
皇
の
元
弘
二
年
（
一
三
三
二
）
以
来
廃
絶
し
て
い
た
も
の
を
、
後
水
尾
が
寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
）
後
光
明
即
位
に
当

た
り
七
社
九
寺
で
再
興
さ
せ
た
祈
禱
で
、
光
厳
の
時
は
仁
和
寺
以
下
一
〇
寺
の
み
で
神
社
祈
禱
は
な
く
、
寺
社
両
方
の
祈
禱
は
高
倉
天

皇
の
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
五
社
十
寺
祈
禱
以
来
実
に
四
七
五
年
ぶ
り
に
復
興
さ
せ
た
儀
式
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
後
西
天
皇

明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
に
も
石
清
水
以
下
五
社
と
東
寺
以
下
六
寺
で
執
行
さ
れ
た
先
例
と
し
て
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
霊
元
即
位

時
で
も
ま
だ
七
社
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
七
寺
と
五
社
の
寺
社
双
方
で
の
即
位
無
風
雨
祈
禱
は
、
近
世
以
来
執
行
さ
れ
て
き
た
天
皇

皇
族
の
神
社
へ
の
健
康
祈
禱
と
は
明
ら
か
に
範
疇
を
異
に
す
る
朝
廷
儀
式
祈
禱
で
あ
る
。
伊
勢
神
宮
に
対
し
て
は
別
箇
に
即
位
由
奉
幣

が
あ
り
、
霊
元
の
時
も
同
じ
二
二
日
に
執
行
さ
れ
て
い
る
。
即
位
由
奉
幣
は
近
世
で
は
正
親
町
天
皇
の
記
録
も
あ
り
以
前
か
ら
継
続
さ

れ
て
き
た
朝
廷
儀
式
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
後
水
尾
院
は
、
即
位
当
日
の
天
気
を
祈
る
朝
儀
と
し
て
の
即
位
無
風
雨
祈
禱
を
復
興
さ

せ
、
同
時
に
近
世
上
七
社
七
寺
体
制
へ
の
道
を
開
い
た
。
名
実
共
に
上
七
社
七
寺
体
制
と
な
る
の
は
、
霊
元
天
皇
の
親
政
と
な
っ
た
寛

文
一
三
年
（
一
六
七
三
）
五
月
一
六
日
の
京
都
火
事
祈
禱
で
、
禁
裏
・
法
皇
（
後
水
尾
）・
新
院
（
後
西
）・
女
院
（
東
福
門
院
）
御
所

は
じ
め
鷹
司
邸
等
公
家
諸
家
一
〇
余
、
民
屋
一
五
〇
町
余
都
で
一
七
〇
〇
余
家
を
消
失
し
た
大
火
に
対
す
る
災
害
祈
禱
で
あ
っ
た
。
こ

こ
に
上
七
社
七
寺
祈
禱
体
制
は
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
近
世
朝
廷
と
寺
社
の
祈
禱
と
し
て
上
七
社
七
寺
体
制
の
成
立
に
尽
力
し
た
の
は
、
主
に
後
水
尾
上
皇
で
あ
っ
た
。
豊
臣
秀
吉
の
関
白



近
世
朝
廷
と
寺
社
の
祈
禱
　
―
近
世
的
七
社
七
寺
体
制
の
成
立
と
朝
幕
関
係
―
　
　
　
　
　
　
　
間
　
瀬
　
久
美
子

一
七

就
任
に
よ
っ
て
朝
廷
の
祭
祀
権
は
武
家
政
権
に
利
用
さ
れ
、
寺
社
祈
禱
の
み
な
ら
ず
禁
中
内
侍
所
御
神
楽
ま
で
武
家
の
意
志
に
左
右
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
徳
川
政
権
に
な
っ
て
も
踏
襲
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
豊
臣
政
権
は
近
世
国
家
の
統
治
者
と
し
て
災
害
祈
禱
を
朝

廷
や
寺
社
に
要
請
す
る
こ
と
は
な
く
、
地
震
・
止
雨
等
の
災
害
祈
禱
を
執
行
す
る
役
割
は
、
朝
廷
が
担
っ
て
い
っ
た
。
徳
川
幕
府
も
綱

吉
政
権
の
元
禄
地
震
祈
禱
（
別
稿
）
を
除
き
、
基
本
的
に
継
承
し
た
。
後
水
尾
・
明
正
両
天
皇
の
時
代
は
、
幕
府
権
力
が
最
も
強
大
で
、

天
皇
よ
り
も
将
軍
家
の
病
気
平
癒
祈
禱
の
方
が
、
は
る
か
に
寺
社
で
大
規
模
に
営
ま
れ
、
徳
川
幕
府
の
権
勢
を
目
に
見
え
る
形
で
示
し

て
き
た
。
し
か
し
後
水
尾
天
皇
は
譲
位
後
に
院
政
と
い
う
幕
府
の
朝
廷
統
制
か
ら
自
由
な
立
場
で
、
粘
り
強
く
朝
儀
の
復
興
に
意
欲
を

燃
や
し
続
け
た
。
後
光
明
天
皇
の
即
位
を
契
機
に
、
即
位
無
風
雨
祈
禱
を
再
興
し
、
将
軍
家
病
気
平
癒
祈
禱
を
禁
中
か
ら
排
除
し
て
、

寺
社
で
の
祈
禱
と
し
、
そ
の
縮
小
化
へ
と
導
い
て
い
っ
た
。
後
水
尾
の
意
志
は
後
光
明
・
後
西
・
霊
元
天
皇
へ
と
継
承
さ
れ
、
後
西
天

皇
は
五
社
三
寺
の
地
震
祈
禱
を
再
興
し
た
。
霊
元
天
皇
の
時
代
に
な
る
と
、
禁
中
で
の
祈
禱
は
内
侍
所
御
神
楽
に
、
ほ
ぼ
一
本
化
さ
れ
、

紫
宸
殿
清
涼
殿
に
お
け
る
仏
的
祈
禱
は
姿
を
消
し
、
七
寺
に
移
行
し
、
神
仏
両
方
に
よ
る
七
社
七
寺
体
制
が
成
立
し
た
の
は
、
寛
文

一
三
年
（
一
六
七
三
）
の
災
害
祈
禱
に
お
い
て
で
あ
る
。
後
水
尾
上
皇
に
よ
る
祭
祀
第
一
�

の
朝
儀
復
興
へ
の
強
い
意
思
は
霊
元
に
も

継
承
さ
れ
、
霊
元
も
ま
た
上
皇
と
な
り
院
政
を
開
い
た
。
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
、
禁
中
黒
戸
か
ら
仏
像
を
排
除
し
、
ま
た
東
山

天
皇
即
位
時
の
大
嘗
会
を
復
興
さ
せ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
後
近
世
中
後
期
以
降
の
朝
廷
祈
禱
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
稿
で
論
じ
た
い
。

⑴ 

深
谷
克
己
『
近
世
の
国
家
・
社
会
と
天
皇
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
一
年
、
一
二
一
頁
～
一
二
三
頁
。
ま
た
、
最
近
の
近
世
王
権
論
、
即
ち
将
軍
と

天
皇
あ
わ
さ
っ
て
一
つ
の
公
儀
権
力
た
り
え
た
と
い
う
公
武
複
合
王
権
論
も
、
藤
田
覚
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
深
谷
克
己
等
の
公
儀

権
力
論
、
近
世
国
家
論
と
同
じ
捉
え
方
を
し
て
い
る
と
考
え
る
。
藤
田
覚
『
近
世
天
皇
論
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年
、
六
頁
。

⑵ 

高
埜
利
彦
『
近
世
の
朝
廷
と
宗
教
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
、
一
六
四
頁
～
一
六
八
頁
。
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一
八

⑶ 

高
埜
利
彦
前
掲
書
、
一
九
六
頁
～
二
一
〇
頁
。

⑷ 
井
上
智
勝
「
近
世
日
本
の
国
家
祭
祀
」『
歴
史
評
論
』
七
四
三
、
校
倉
書
房
、
二
〇
一
二
年
三
月
号

⑸ 
山
口
和
夫
『
近
世
日
本
政
治
史
と
朝
廷
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
、
三
三
六
頁
～
三
五
九
頁
。
地
震
祈
禱
は
三
四
三
頁
～
三
四
四
頁

⑹ 

松
本
久
史
「
近
世
に
お
け
る
祈
禱
の
意
義
―
七
社
祈
禱
を
中
心
に
ー
」『
国
史
学
』
一
九
五
、二
〇
〇
八
年
四
月
。

⑺ 

石
津
裕
之
「
近
世
中
後
期
の
二
二
社
と
朝
廷
―
北
野
社
を
素
材
と
し
て
ー
」『
近
世
の
天
皇
・
朝
廷
研
究
―
第
六
回
大
会
成
果
報
告
集
―
』
六
、
朝

幕
研
究
会
編
、
科
学
研
究
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
近
世
天
皇
・
朝
廷
研
究
の
基
盤
形
成
、
二
〇
一
五
年
。
同
「
近
世
に
お
け
る
神
社
伝
奏
に
関

す
る
一
考
察
―
北
野
社
を
素
材
と
し
て
ー
」『
日
本
史
研
究
』
六
三
七
、
日
本
史
研
究
会
、
二
〇
一
五
年
九
月

⑻ 

櫛
田
良
道
「
近
世
に
お
け
る
将
軍
家
祈
禱
寺
―
護
持
院
と
寛
永
寺
の
職
掌
に
関
す
る
一
考
察
」『
密
教
学
研
究
』
四
二
、
二
〇
一
〇
年
。
同
「
享
保

期
以
降
の
護
持
院
に
お
け
る
将
軍
家
御
祈
禱
―
護
国
寺
所
蔵
『
御
祈
禱
標
目
』
を
素
材
と
し
て
ー
」『
大
正
大
学
大
学
院
論
集
』
三
〇
、
二
〇
一
四

年
二
月
。

⑼ 

正
親
町
天
皇
か
ら
孝
明
天
皇
ま
で
の
第
Ⅰ
期
全
三
七
冊
。
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
五
年
～
二
〇
〇
六
年
。

⑽ 

『
天
皇
皇
族
実
録
』
九
九
～
一
〇
二
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
五
年
。

⑾ 

神
宮
文
庫
所
蔵
　

⑿ 

神
宮
文
庫
所
蔵
　

⒀ 

「
伯
家
部
類
」『
神
道
大
系
論
説
編
十
一
　
伯
家
神
道
』
一
七
五
頁
～
一
七
六
頁
。

⒁ 

深
谷
克
己
「
近
世
の
天
皇
と
摂
関
・
将
軍
」『
天
皇
・
天
皇
制
を
読
む
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
、
一
六
六
頁
～
一
六
九
頁

⒂ 

磯
前
順
一
・
小
倉
慈
司
編
『
近
世
朝
廷
と
垂
加
神
道
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
五
年
、
二
三
頁
。

⒃ 

田
中
暁
龍
は
、
霊
元
即
位
か
ら
親
政
前
の
時
期
は
、
三
条
西
実
教
と
武
家
伝
奏
正
親
町
実
豊
が
権
威
を
ふ
る
い
、
霊
元
は
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）

に
両
卿
を
疎
ん
じ
、
中
院
通
茂
の
と
こ
ろ
へ
霊
元
配
下
の
小
倉
実
起
と
久
我
広
道
が
相
談
し
て
、
翌
一
〇
年
（
一
六
七
〇
）
こ
の
二
名
は
後
水
尾

法
皇
と
幕
府
の
沙
汰
に
よ
り
蟄
居
処
分
に
な
っ
た
と
い
う
。『
近
世
前
期
朝
幕
関
係
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年



近
世
朝
廷
と
寺
社
の
祈
禱
　
―
近
世
的
七
社
七
寺
体
制
の
成
立
と
朝
幕
関
係
―
　
　
　
　
　
　
　
間
　
瀬
　
久
美
子

一
九

⒄ 

『
霊
元
天
皇
実
録
一
』
天
皇
皇
族
実
録
一
〇
九
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
五
年
　
四
三
頁
～
四
四
頁

⒅ 
『
後
水
尾
天
皇
実
録
一
』
天
皇
皇
族
実
録
一
〇
三
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
二
一
四
頁
～
二
一
七
頁
。

⒆ 

『
徳
川
実
紀
二
』（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
三
九
』）
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
、
五
一
二
頁
、
六
八
六
頁
。『
続
近
世
日
本
天
文
史
料
　
暫
定
版
』

渡
辺
美
和
編
、非
売
品
、国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、四
〇
頁
～
四
一
頁
。
北
緯
三
五
度
付
近
で
見
ら
れ
る
赤
気
＝
低
緯
度
オ
ー
ロ
ラ
の
色
は
赤
く
、オ
ー

ロ
ラ
は
太
陽
活
動
の
活
発
な
時
に
発
生
す
る
磁
気
嵐
な
の
で
、
赤
気
の
見
ら
れ
た
年
に
は
旱
魃
が
発
生
し
て
い
る
。
尚
寛
永
八
年
・
同
一
二
年
の

赤
気
に
つ
い
て
は
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
七
月
二
八
日
の
広
橋
兼
胤
「
八
槐
御
記
」（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
）
や
「
野
宮
定
晴
日
記
」

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

⒇ 

久
保
貴
子
『
後
水
尾
天
皇
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
八
年
、
一
三
九
頁
。

� 

前
掲
久
保
『
後
水
尾
天
皇
』、
一
一
二
頁
～
一
一
三
頁
。

� 

前
掲
久
保
『
後
水
尾
天
皇
』、
一
四
六
頁
～
一
四
九
頁
。
註
⒄
前
掲
『
霊
元
天
皇
実
録
一
』、
一
六
頁
。

� 

『
後
西
天
皇
実
録
』
天
皇
皇
族
実
録
一
〇
八
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
一
九
九
頁
。

� 

『
後
水
尾
天
皇
実
録
一
』
天
皇
皇
族
実
録
一
〇
三
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
六
三
〇
～
六
三
一
頁
。
尚
賀
茂
社
は
、
こ
こ
に
は
記
載
が
な
い
が
、

「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」
元
禄
一
六
年
一
二
月
八
日
条
の
祈
禱
行
賞
先
例
と
し
て
当
初
寛
永
五
年
禁
裏
よ
り
七
日
間
白
銀
三
〇
枚
と
記
し
た
も
の
の
、

後
に
取
下
げ
に
な
っ
た
先
例
は
、
こ
の
中
宮
安
産
祈
禱
と
思
わ
れ
る
。

� 

「
本
光
国
師
日
記
四
〇
冊
」（『
大
日
本
仏
教
全
書
八
二
巻
　
日
記
部
八
』、
鈴
木
学
術
財
団
編
、
講
談
社
、
一
九
七
二
年
所
収
）
二
九
頁
、
三
一
頁
。

� 

「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」
元
禄
一
六
年
一
二
月
八
日
条
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
　

� 

前
掲
「
本
光
国
師
日
記
四
四
冊
」、
一
五
四
頁
～
一
六
〇
頁
　

� 

「
大
内
日
記
七
」
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
、　

� 

「
康
道
公
記
」『
二
條
家
記
録
四
』
所
収
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
請
求
記
号
：
六
一
七
三
―
三
五
九
―
四

� 

註
⑵
の
高
埜
利
彦
前
掲
書
、
二
九
頁
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� 

『
後
西
天
皇
実
録
』
天
皇
皇
族
実
録
一
〇
八
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
二
二
一
頁
。

� 
久
保
貴
子
『
近
世
の
朝
廷
運
営
』、
岩
田
書
院
、
一
九
九
八
年
、
一
〇
五
頁
～
一
〇
七
頁

� 
「
葉
室
頼
業
記
一
」、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
真
版
、
請
求
記
号
：
六
一
七
三
―
三
六
四
―
一
。

� 

『
後
光
明
天
皇
実
録
』
天
皇
皇
族
実
録
一
〇
七
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
五
年
。

� 

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天
皇
』
天
皇
の
歴
史
〇
六
、
講
談
社
、
二
〇
一
一
年
、
二
三
頁
～
二
四
頁
。

                                           

（
ま
せ
　
く
み
こ
　
本
学
非
常
勤
講
師
）



近
世
朝
廷
と
寺
社
の
祈
禱
　
―
近
世
的
七
社
七
寺
体
制
の
成
立
と
朝
幕
関
係
―
　
　
　
　
　
　
　
間
　
瀬
　
久
美
子

二
一

年
　 

月 

　
日

西
　
暦

天
　
皇

社
　
寺
　
祈
　
禱
　
と
　
理
　
由

宮

中

・

内

侍

所

祈

禱
と

理

由

天
正
一
一
・ 
　
一
・
二
二

一
五
八
三

正
親
町

諸
社
寺
　
　
　
　
　
　
　
変
異
（
火
柱
）

同
　
一
二
・ 

　
一
・
一
六

一
五
八
四

正
親
町

清
涼
殿
で
不
動
王
小
修
法
二
〇
日
よ
り
七
日
間
　
　

異
変
（
清
涼
殿
西
棟
上
に
怪
）

同
　
一
二
・
　
七
・
二
二

一
五
八
四

正
親
町

場
所
不
明
　
　
　
　
炎
旱
の
為
祈
雨

同
　
一
二
・
一
〇
・
一
七

一
五
八
四

正
親
町

内
侍
所
御
神
楽

同
　
一
三
・  

閏
八
・
五

一
五
八
五

正
親
町

吉
田
社
　
　
　
　
　
秀
吉
出
陣
の
祈
禱

同
　
一
三
・
一
二
・
一
一

一
五
八
五

正
親
町

紫
宸
殿
で
神
道
大
護
摩
、
清
涼
殿
で
護
摩
、
地
震

同
　
一
四
・
　
四
・
二
四

一
五
八
六

正
親
町

祇
園
社
　
　
　
　
　
疾
疫
病

同
　
一
四
・
　
五
・
一
六

一
五
八
六

正
親
町

御
霊
社
　
　
　
　
　
祈
禱
ノ
念
仏
　
代
官
派
遣

同
　
一
四
・
　
六
・
　
四

一
五
八
六

正
親
町

諸
社
　
　
　
　
　
　
止
雨

同
　
一
四
・
　
七
・
二
三

一
五
八
六

正
親
町

御
祈
祷
に
月
待
あ
り
　
　
　
誠
仁
親
王
ノ
病

同
　
一
五
・
　
三
・
一
七

一
五
八
七

後
陽
成

石
清
水
・
吉
田
等
　
秀
吉
出
陣
無
為
七
日
間

同
　
一
五
・
　
五
・
二
〇

一
五
八
七

後
陽
成

北
野
・
清
荒
神
　
　
妖
徴
た
た
り

同
　
一
六
・
　
一
・
一
五

一
五
八
八

後
陽
成

諸
所
　
　
　
　
　
　
誕
辰
日

同
　
一
六
・
　
三
・
　
二

一
五
八
八

後
陽
成

賀
茂
下
上
　
　
　
　
聚
楽
第
行
幸
無
為
七
日
間

清
涼
殿
で
尊
星
王
大
法
　
　
　
聚
楽
第
行
幸
無
為

同
　
一
六
・
　
五
・
二
三

一
五
八
八

後
陽
成

諸
社
寺
　
　
　
　
　
疫
病
流
行
七
日
間

同
　
一
六
・
閏
五
・
一
三

一
五
八
八

後
陽
成

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
　
　
　
　（
北
政
所
の
願
い
）

表
１
　
豊
臣
秀
吉
時
代
の
祈
禱
　
一
五
八
三
年
一
月
ー
一
五
九
八
年
八
月  

　 

『
正
親
町
天
皇
実
録
』・『
後
陽
成
天
皇
実
録
』
よ
り
作
成
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二
二

天
正
一
六
・
　
七
・
三
〇

一
五
八
八

後
陽
成

黒
戸
で
千
反
楽
　
　
　
正
親
町
上
皇
御
脳
平
癒

同
　
一
七
・
　
一
・
一
九

一
五
八
九

後
陽
成

伊
勢
以
下
諸
社
　
　
　
　
主
上
御
慎
七
日
間

同
　
一
七
・
　
二
・
　
八

一
五
八
九

後
陽
成

場
所
不
明
　
　
　
　
　
　
七
日
間
祈
禱
撫
物

同
　
一
七
・
　
七
・
一
〇

一
五
八
九

後
陽
成

諸
社
寺
　
　
　
　
　
　
　
月
蝕

同
　
一
七
・
一
一
・
　
七

一
五
八
九

後
陽
成

内
侍
所
御
神
楽
三
日
夜
　
　
　
　
　（
北
政
所
申
請
）

同
　
一
八
・
　
三
・
二
七

一
五
九
〇

後
陽
成

諸
社
　
　
　
　
　
秀
吉
小
田
原
攻
戦
勝
祈
願
七
日
間

同
　
一
八
・
　
四
・
二
〇

一
五
九
〇

後
陽
成

内
侍
所
御
神
楽
　
　
　
　
　
　
　
　（
北
政
所
申
請
）

同
　
一
八
・
　
四
・
二
三

一
五
九
〇

後
陽
成

禁
裏
で
金
剛
童
子
法
（
聖
護
院
興
意
親
王
）　
秀
吉

戦
勝
祈
願

同
　
一
八
・
　
五
・
二
一

一
五
九
〇

後
陽
成

聖
護
院
興
意
親
王
の
祈
禱
七
日
間
（
於
聖
護
院
ヵ
）

同
　
一
八
・
　
七
・
　
一

一
五
九
〇

後
陽
成

黒
戸
で
恒
例
祈
禱

※
同
一
九
・
　
一
・
一
二

一
五
九
一

後
陽
成

※
秀
吉
参
内

同
　
一
九
・
　
一
・
二
一

一
五
九
一

後
陽
成

内
侍
所
御
神
楽

同
　
一
九
・
　
一
・
二
二

一
五
九
一

後
陽
成

内
侍
所
御
神
楽
　
　
　
　
　
　
　
　（
北
政
所
申
請
）

同
　
一
九
・
　
三
・
二
八

一
五
九
一

後
陽
成

内
侍
所
御
神
楽
　
　
　
　
　
　
　
　（
北
政
所
申
請
）

同
　
一
九
・
　
五
・
二
〇

一
五
九
一

後
陽
成

内
侍
所
御
神
楽
三
日
夜
　
　
　
　
　

同
　
二
〇
・
　
二
・
一
三

一
五
九
二

後
陽
成

伊
勢
・
石
清
水
　
　
　
　
天
皇
ハ
シ
カ
不
豫

同
　
二
〇
・
　
四
・
二
五

一
五
九
二

後
陽
成

内
侍
所
御
神
楽
　（
三
・
二
六
に
秀
吉
朝
鮮
出
兵
）

文
禄
　
四
・
　
四
・
二
一

一
五
九
五

後
陽
成

清
涼
殿
で
孔
雀
経
法
七
日
間



近
世
朝
廷
と
寺
社
の
祈
禱
　
―
近
世
的
七
社
七
寺
体
制
の
成
立
と
朝
幕
関
係
―
　
　
　
　
　
　
　
間
　
瀬
　
久
美
子

二
三

文
禄
　
四
・
　
五
・
一
六

一
五
九
五

後
陽
成

御
祈
禱
ノ
看
経
　
　
　（
理
由
不
明
）

同
　
　
四
・
　
九
・
一
四

一
五
九
五

後
陽
成

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
　
　
　
　

同
　
　
四
・
一
一
・
一
七

一
五
九
五

後
陽
成

祇
園
・
北
野
・
愛
宕
・
賀
茂
下
上
・
松
尾
・
清
水
寺
・

石
清
水
八
幡
・
春
日
に
勅
使
派
遣
　
秀
吉
病
の
為

清
涼
殿
で
不
動
法
七
日
間
　
　
　
秀
吉
の
病

同
　
　
四
・
一
一
・
二
六

一
五
九
五

後
陽
成

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
　
秀
吉
病

同
　
　
四
・
一
二
・
二
二

一
五
九
五

後
陽
成

内
侍
所
御
神
楽
　
　
秀
吉
病
（
毛
利
宰
相
願
）

同
　
　
五
・
　
七
・
二
二

一
五
九
六

後
陽
成

禁
裏
で
仁
王
法
七
日
間
　
　
天
変
御
祈
（
彗
星
）

同
　
　
五
・
閏
七
・
一
七

一
五
九
六

後
陽
成

石
清
水
八
幡
　
　
　
　
　
地
震
祈
禱
七
日
間

同
　
　
五
・
閏
七
・
二
〇

一
五
九
六

後
陽
成

伊
勢
神
宮
　
　
　
　
　
　
地
震
祈
禳

同
　
　
五
・
　
八
・
一
二

一
五
九
六

後
陽
成

青
蓮
院
　
九
月
に
五
壇
法
　
　
地
震
御
祈

慶
長
　
元
・
一
一
・
二
二

一
五
九
六

後
陽
成

内
侍
所
恒
例
御
神
楽
、太
閤
北
政
所
申
請
臨
時
御
神
楽

同
　
　
二
・
　
九
・
　
六

一
五
九
七

後
陽
成

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
・
恒
例
御
神
楽

同
　
　
二
・
一
〇
・
一
一

一
五
九
七

後
陽
成

内
侍
所
臨
時
御
神
楽

同
　
　
三
・
　
四
・
二
四

一
五
九
八

後
陽
成

禁
裏
黒
戸
前
舞
台
で
千
反
楽
　
女
御
近
衛
前
子
の
御

産
御
祈

同
　
　
三
・
　
七
・
　
一

一
五
九
八

後
陽
成

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
　
秀
吉
ノ
病
（
北
政
所
申
請
）

同
　
　
三
・
　
七
・
　
六

一
五
九
八

後
陽
成

伊
勢
・
石
清
水
・
春
日
以
下
諸
社
寺
立
願
（
伊
勢
二

〇
〇
〇
石
、
春
日
一
〇
〇
〇
石
そ
の
外
五
〇
〇
―
三

〇
〇
石
）　
秀
吉
病
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二
四

慶
長
　
三
・
　
七
・
　
八

一
五
九
八

後
陽
成

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
　
秀
吉
病
（
秀
頼
申
請
）

同
　
　
三
・
　
七
・
一
一

一
五
九
八

後
陽
成

諸
社
寺
に
勅
使
　
秀
吉
病
（
秀
吉
父
子
申
請
）

同
　
　
三
・
八
・
三
―
九

一
五
八
九

後
陽
成

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
七
日
間
　
秀
吉
病

年
　
　
月
　
　
日

西
　
暦

天
　
皇

内 

外

御

祈

り

の

理

由

期
　
　
　
　
　
　
間

文
明
　
四
・
九
月

一
四
七
二

後
土
御
門

外
宮

内
侍
所
鳴
動
の
為
国
家
安
全
祈
禱

ー

同
　
一
九
・
四
月

一
四
八
七

後
土
御
門

内
宮

室
町
殿
様
御
祈

七
日
間

永
正
　
元
・
九
月

一
五
〇
四

後
柏
原

内
宮

天
変
地
妖

ー

同
　
　
六
・
一
二
・
　
七

一
五
〇
九

後
柏
原

外
宮

変
異

ー

同
　
　
八
・
七
月

一
五
一
一

後
柏
原

内
宮

敵
退
治
　
天
下
泰
平
国
土
安
全

ー

同
　
　
八
・
九
月

一
五
一
一

後
柏
原

内
宮

神
宮
大
破
遷
宮
造
替

ー

天
文
　
五
・
　
三
・
　
五

一
五
三
六

後
奈
良

外
宮

御
即
位
無
事

七
日
間

天
正
一
〇
・
　
三
・
　
六

一
五
八
二

正
親
町

内
宮

右
府
（
信
長
）
出
陣

七
日
間

同
　
一
〇
・
　
三
・
二
七

一
五
八
二

正
親
町

外
宮

右
府
（
信
長
）
出
陣

七
日
間

同
　
一
三
・
　
八
・
一
一

一
五
八
五

正
親
町

内
外
宮

大
地
震

七
日
間

表
２
　
伊
勢
両
宮
の
祈
禱
　『
太
神
宮
御
祈
引
付
』（
神
宮
文
庫
蔵
）
よ
り
作
成
　
　
※
は
『
神
宮
御
祈
部
類
』（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）



近
世
朝
廷
と
寺
社
の
祈
禱
　
―
近
世
的
七
社
七
寺
体
制
の
成
立
と
朝
幕
関
係
―
　
　
　
　
　
　
　
間
　
瀬
　
久
美
子

二
五

天
正
一
三
・
一
二
月

一
五
八
五

正
親
町

内
宮

地
震

ー

同
　
一
三
・
一
二
・
二
二

一
五
八
五

正
親
町

外
宮

大
地
震

七
日
間

同
　
一
四
・
　
六
・
二
五

一
五
八
六

正
親
町

外
宮

止
雨

七
日
間

同
　
一
四
・
　
六
・
二
八

一
五
八
六

正
親
町

内
宮

止
雨

ー

同
　
一
四
・
一
〇
・
　
八

一
五
八
六

正
親
町

外
宮

若
宮
元
服

七
日
間

同
　
一
四
・
一
〇
・
一
二

一
五
八
六

正
親
町

内
宮

怪
異

七
日
間

同
　
一
四
・
一
〇
・
一
三

一
五
八
六

正
親
町

内
宮

若
宮
元
服

七
日
間

文
禄
五
・
閏
七
月

一
五
九
六

後
陽
成

外
宮

大
地
震
并
降
物

ー

同
　
五
・
閏
　
七
・
二
三

一
五
九
六

後
陽
成

内
宮

大
地
震
并
降
物

ー

慶
長
　
三
・
　
七
・
一
五

一
五
九
八

後
陽
成

内
宮

太
閤
朦
氣

ー

同
　
　
六
・
　
七
・
　
三

一
六
〇
一

後
陽
成

内
宮

内
府
様
（
家
康
）
慎

七
日
間

同
　
　
六
・
　
七
・
　
九

一
六
〇
一

後
陽
成

外
宮

内
府
様
（
家
康
）
御
所
労

七
日
間

同
　
　
七
・
　
八
・
一
三

一
六
〇
二

後
陽
成

内
宮

内
府
様
御
母
所
労

七
日
間

同
　
　
七
・
　
八
・
一
三

一
六
〇
二

後
陽
成

外
宮

内
府
様
御
母
所
労

七
日
間

同
　
　
九
・
　
六
・
二
七

一
六
〇
四

後
陽
成

内
宮

炎
旱

七
日
間

同
　
一
七
・
　
六
・
　
三

一
六
一
二

後
水
尾

外
宮

院
（
後
陽
成
）
御
不
例

七
日
間

同
　
一
七
・
　
六
・
　
五

一
六
一
二

後
水
尾

内
宮

院
（
後
陽
成
）
御
不
例

七
日
間

同
　
一
八
・
　
七
・
二
四

一
六
一
三

後
水
尾

外
宮

炎
旱

七
日
間
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二
六

慶
長
一
八
・
　
七
・
二
六

一
六
一
三

後
水
尾

内
宮

炎
旱

七
日
間

同
　
一
九
・
　
五
・
二
九

一
六
一
四

後
水
尾

※
ー

止
雨

七
日
間

同
　
一
九
・
　
六
・
一
二

一
六
一
四

後
水
尾

外
宮

晴
雨

七
日
間

同
　
一
九
・
　
七
・
一
〇

一
六
一
四

後
水
尾

※
ー

晴
雨

７
日
間

元
和
　
二
・
　
二
・
二
一

一
六
一
六

後
水
尾

内
宮

家
康
御
所
労

七
日
間

同
　
　
六
・
　
二
・
二
一

一
六
二
〇

後
水
尾

外
宮

女
院
御
不
例

七
日
間

同
　
　
六
・
　
二
・
二
三

一
六
二
〇

後
水
尾

内
宮

女
院
御
不
例

ー

年
　
　
月
　
　
日

天
　
皇

祈
　 

禱 
　
場
　 

所

祈 

禱 

方 

法

発 

令 

者

祈
　
　
禱
　
　
理
　
　
由

社
　
　
　
寺

宮
中
・
内
侍
所

文
禄
　
五
・
　
七
・
二
二

後
陽
成

禁
裏

仁
王
経
法

天
皇

天
変
（
彗
星
）

同
　
　
五
・
閏
七
・
一
七

後
陽
成

石
清
水

ー

天
皇

地
震
（
閏
七
・
一
二
）　
七
日
間

同
　
　
五
・
閏
七
・
二
〇

後
陽
成

伊
勢

ー

天
皇

地
震

同
　
　
五
・
　
八
・
一
二

後
陽
成

青
蓮
院

五
壇
法

天
皇

地
震

慶
長
　
九
・
　
六
・
一
四

後
陽
成

伊
勢
・
石
清
水
・
他

ー

天
皇

祈
雨
（
炎
旱
の
た
め
）
七
日
間

表
３
　
近
世
の
災
害
・
天
変
祈
禱
　『
天
皇
実
録
』
よ
り
作
成 

※
『
神
宮
御
祈
部
類
』（
神
宮
文
庫
）・『
内
侍
所
臨
時
御
神
楽
記
』（
内
閣
文
庫
）
参
照



近
世
朝
廷
と
寺
社
の
祈
禱
　
―
近
世
的
七
社
七
寺
体
制
の
成
立
と
朝
幕
関
係
―
　
　
　
　
　
　
　
間
　
瀬
　
久
美
子

二
七

慶
長
一
二
・
　
七
・
一
七

後
陽
成

禁
中
紫
宸
殿

神
楽

天
皇

祈
雨
（
炎
旱
）

同
　
一
二
・
　
九
・
一
九

後
陽
成

紫
宸
殿

神
道
護
摩

天
皇

彗
星
出
現

同
　
一
三
・
　
六
・
　
一

後
陽
成

春
日
社

千
反
楽

ー

祈
雨

同
　
一
八
・
　
七
・
一
一

後
水
尾

石
清
水
・
春
日
・
伊
勢
・

醍
醐
寺
・
他

ー

天
皇

祈
雨

同
　
一
九
・
　
五
・
二
三

後
水
尾

石
清
水
・
伊
勢
・
醍
醐

寺

ー

天
皇

晴
雨
（
霖
雨
・
洪
水
の
た
め
）・
止
雨

元
和
　
四
・
一
〇
・
三
〇

後
水
尾

伊
勢

ー

天
皇

彗
星

同
　
　
四
・
一
一
・
　
二

後
水
尾

禁
中
紫
宸
殿

天
曹
地
府
祭

天
皇

彗
星
　
五
日
間

同
　
　
四
・
一
一
・
　
九

後
水
尾

禁
中
紫
宸
殿

神
道
護
摩

天
皇

彗
星
　
七
日
間

同
　
　
四
・
一
一
・
一
八

後
水
尾

内
侍
所
　
　
　

　
　
　（
出
御
）

神
楽

天
皇

彗
星
ヵ
（
臨
時
御
神
楽
）

同
　
　
四
・
一
一
・
二
三

後
水
尾

禁
中

ー

天
皇

彗
星
　
七
日
間
（
青
蓮
院
尊
純
）

同
　
　
六
・
　
三
・
一
五

後
水
尾

禁
中
清
涼
殿

仁
王
経
法

天
皇

火
災
　
七
日
間
（
三
宝
院
義
演
）

寛
永
　
三
・
　
五
・
二
一

後
水
尾

伊
勢
・
石
清
水
・
諸
社

寺

ー

天
皇

祈
雨
（
炎
旱
）
　
七
日
間

同
　
　
三
・
　
五
・
二
五

後
水
尾

御
霊
社

ー

天
皇

祈
雨

同
　
　
八
・
　
五
・
二
一

明
正

禁
裏

不
動
護
摩

天
皇

旱
魃
御
祈
　
七
日
間

同
　
一
〇
・
　
五
・
　
八

明
正

禁
中

御
修
法

天
皇

天
変
　
七
日
間
（
大
覚
寺
門
跡
）

同
　
一
二
・
　
六
・
　
三

明
正

禁
中
紫
宸
殿

北
斗
七
星
法

天
皇

天
変
　
　
七
日
間
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葉
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二
八

寛
永
一
四
・
一
一
・
一
〇

明
正

禁
中

孔
雀
経
法

天
皇

天
変
（
朝
日
夕
日
色
赤
）　
七
日
間

同
　
一
八
・
　
三
・
　
三

明
正

禁
裏

五
大
尊
合
行
法

天
皇

江
戸
大
火
の
た
め
　
七
日
間

同
　
二
一
・
　
八
・
二
三

後
光
明

伊
勢
両
宮

御
祈

天
皇

御
祈
（
大
風
で
外
宮
破
損
）　
七
日
間

同
　
二
一
・
　
九
・
　
三

後
光
明

吉
田
社

神
道
護
摩

天
皇

七
月
の
伊
勢
大
風
の
た
め

同
　
二
一
・
　
九
・
　
三

後
光
明

禁
中
清
涼
殿

五
大
尊
合
行
法

天
皇

伊
勢
大
風
　
七
日
間
（
青
蓮
院
宮
）

正
保
　
二
・
　
四
・
　
四

後
光
明

所
々
（
社
寺
ヵ
）

御
祈

後
水
尾
院

変
異
（
月
横
に
な
り
、
又
長
く
な
り
山
に
入

る
時
は
星
の
如
く
入
る
）

慶
安
　
三
・
　
三
・
　
八

後
光
明

東
寺

北
斗
法

天
皇

恠
異
　
七
日
間
（
大
覚
寺
宮
）

同
　
　
三
・
　
三
・
一
六

後
光
明

春
日
社

御
神
楽

天
皇

恠
異
（
一
条
関
白
に
よ
る
再
興
）

承
応
　
二
・
　
七
・
　
三

後
光
明

（
禁
中
ヵ
）

清
祓

天
皇

内
侍
所
火
事
（
六
月
二
三
日
）
に
よ
る
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仮
殿
渡
御
の
た
め

同
　
　
三
・
　
三
・
一
二

後
光
明

春
日
社

祈
禱
方
法

天
皇

社
殿
鳴
動
の
た
め

同
　
　
四
・
　
三
・
一
二

後
西

禁
中
清
涼
殿

不
動
法
護
摩

天
皇

天
変
　
七
日
間
（
妙
法
院
宮
）

明
暦
　
元
・
一
〇
・
二
三

後
西

東
寺

御
修
法

（
天
皇
）

弘
法
大
師
仏
供
破
裂
の
た
め
七
日
間

同
　
　
四
・
　
三
・
　
五

後
西

禁
中
紫
宸
殿

護
摩

天
皇

江
戸
大
火
の
た
め(

三
年
の
江
戸
城
焼
落
明

暦
大
火
で
は
な
い
）　
七
日
間

※
万
治
三
・
九
・
三

後
西

内
侍
所
　
　
　

（
出
御
）

御
神
楽

女
院

大
坂
城
落
雷
・
伊
勢
洪
水
大
風
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
洛
中
洛
外
諸
国
洪
水

寛
文
　
二
・
　
五
・
一
一

後
西

五
社
三
寺
（
伊
勢
・
石

清
水
・
賀
茂
・
春
日
・

日
吉
・
延
暦
・
園
城
・

東
寺
）

御
祈
り

天
皇

五
月
一
日
の
大
地
震
の
た
め
　
七
日
間



近
世
朝
廷
と
寺
社
の
祈
禱
　
―
近
世
的
七
社
七
寺
体
制
の
成
立
と
朝
幕
関
係
―
　
　
　
　
　
　
　
間
　
瀬
　
久
美
子

二
九

寛
文
　
三
・
一
二
・
　
七

霊
元

七
社
四
寺
（
無
記
名
）

御
祈

朝
廷

地
震
　
三
日
間

同
　
　
四
・
一
一
・
　
九

霊
元

内
侍
所

御
神
楽
（
臨
時
）

後
水
尾
院

天
変
・
ほ
う
き
星
光
物

同
　
一
三
・
　
五
・
一
六

霊
元

七
社
七
寺

御
祈

天
皇

火
事
（
五
月
九
日
で
禁
裏
・
法
皇
・
新
院
・

女
院
御
所
・
鷹
司
邸
諸
家
一
〇
余
、
民
屋
一

五
〇
町
余
都
一
七
〇
〇
余
家
焼
失
）

延
宝
　
四
・
　
五
・
一
九

霊
元

六
社
七
寺

御
祈

天
皇

無
水
火
ノ
天
下
安
泰
　
七
日
間

天
和
　
二
・
一
一
・
二
一

霊
元

春
日
社

御
神
楽

天
皇

木
枯
槁
の
た
め
　
七
日
間

貞
享
　
三
・
　
六
・
一
八

霊
元

七
社
五
寺
（
上
七
社
・

園
城
・
延
暦
・
興
福
・

東
大
・
東
寺
）

御
祈

天
皇

天
変
（
四
月
中
旬
よ
り
日
月
の
色
甚
だ
赤
）

七
日
間

元
禄
一
〇
・
　
七
・
　
五

東
山

東
寺

北
斗
法

天
皇

弘
法
大
師
御
供
破
損
の
た
め

同
　
一
六
・
一
一
・
二
七

東
山

二
十
二
社
七
寺
・
山
王
・

神
田
・
鶴
岡
・
箱
根
・

伊
豆
・
三
島
・
鹿
島
・

香
取
・
富
士
他

御
祈

幕
府        

（
綱
吉
）

関
東
地
震
（
一
一
月
二
二
日
）
の
た
め

同
　
一
六
・
一
一
・
二
八

東
山

霊
雲
寺
（
恵
光
）

祈
禱

幕
府

関
東
地
震

同
　
一
六
・
一
二
・
　
一

東
山

護
寺
院
（
大
僧
正
）

祈
禱

幕
府

祈
禱
千
座
結
願

同
　
一
六
・
一
二
・
　
九

東
山

内
侍
所

御
神
楽

幕
府

（
朝
廷
）

関
東
地
震
の
た
め
天
下
太
平
の
祈

同
　
一
六
・
一
二
・
一
三

東
山

内
侍
所

千
反
楽

霊
元
院

関
東
地
震

宝
永
　
四
・
一
〇
・
　
六

東
山

成
満
・
覚
王
・
護
持
院

の
各
大
僧
正

ー

幕
府

一
〇
月
四
日
の
大
地
震
（
九
月
二
七
日
～

一
一
月
二
八
日
迄
続
く
）



千
葉
経
済
論
叢
　
第
58
号

三
〇

宝
永
　
四
・
一
一
・
二
三

東
山

護
持
院

千
手
法

幕
府

一
一
月
二
三
日
富
士
山
噴
火
の
た
め

同
　
　
四
・
一
一
晦
日

東
山

護
持
院

真
読
般
若

（
成
満
院
隆

光
）
幕
府

（
噴
火
地
震
ヵ
）

同
　
　
四
・
一
二
・
　
八

東
山

浅
間
大
社
・
村
山
浅
間

社

祈
禱

幕
府

富
士
山
焼
祈
禱
で
幕
府
よ
り
銀
百
枚
拝
領

（
大
宮
司
富
士
山
城
・
公
文
・
案
主
・
別
当
・

村
山
浅
間
辻
の
坊
・
池
西
坊
・
大
鏡
坊
他
）

同
　
　
五
・
　
三
・
一
八

東
山

七
社
七
寺

御
祈

天
皇

三
月
八
日
の
火
災
の
た
め

享
保
一
八
・
　
七
・
一
八

中
御
門

祇
園
・
北
野
・
愛
宕

祈
禱

天
皇

天
下
風
疫

元
文
　
二
・
　
九
・
二
三

桜
町

東
寺

北
斗
法

天
皇

弘
法
大
師
宝
前
仏
供
破
損
（
八
月
二
一
日
）

　
七
日
間

寛
保
　
元
・
六
・
二
一

桜
町

伊
勢

一
社
奉
幣

天
皇

辛
酉
革
命

同
　
　
元
・
一
二
・
　
五

桜
町

内
侍
所

御
神
楽

天
皇

辛
酉
凶
年
御
祈
（
三
箇
夜
）

同
　
　
元
・
一
二
・
一
九

桜
町

禁
中
清
涼
殿

不
動
法
護
摩

天
皇

辛
酉
御
祈

同
　
　
三
・
　
三
・
一
〇

桜
町

七
社
七
寺

御
祈

天
皇

悪
痘
流
行
（
去
冬
以
来
世
上
不
安
）　
七
日
間

同
　
　
三
・
一
二
・
二
五

桜
町

内
侍
所

御
神
楽
（
御
拝
）

天
皇

妖
星
出
現
の
た
め
天
下
安
全
祈
禱
　
七
日
間

延
享
　
元
・
一
二
・
一
四

桜
町

禁
中
清
涼
殿

不
動
法
護
摩

天
皇

甲
子
革
命
の
た
め
　
三
日
間

同
　
　
元
・
一
二
・
二
五

桜
町

内
侍
所

御
神
楽

天
皇

革
令
御
祈

寛
延
　
二
・
　
九
・
一
二

桃
園

上
賀
茂

祈
禱

桜
町
上
皇

内
陣
ノ
御
張
等
鼠
喰
損
　
七
日
間

同
　
　
四
・
　
五
・
　
一

桃
園

七
社
七
寺

御
祈

天
皇

賀
茂
社
の
恠
異
と
地
震
の
た
め

明
和
　
元
・
一
〇
・
　
八

後
桜
町

愛
宕
社

御
祈

天
皇

災
難
消
滅
の
た
め



近
世
朝
廷
と
寺
社
の
祈
禱
　
―
近
世
的
七
社
七
寺
体
制
の
成
立
と
朝
幕
関
係
―
　
　
　
　
　
　
　
間
　
瀬
　
久
美
子

三
一

明
和
　
元
・
一
二
・
二
四

後
桜
町

伊
勢

祈

天
皇

伊
勢
山
田
村
人
家
大
半
焼
亡
（
神
宮
無
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
七
日
間

同
　
　
二
・
　
八
・
二
四

後
桜
町

七
社

御
祈

天
皇

天
下
泰
平
・
宝
祚
長
久
・
無
風
雨
水
・
火
災

を
祈
る

同
　
　
六
・
　
八
・
一
一

後
桜
町

内
侍
所

御
神
楽

天
皇

彗
星
出
現

同
　
　
七
・
　
六
・
一
五

後
桜
町

仁
和
寺
（
真
乗
院
）

北
斗
法

天
皇

孛
星
出
現

同
　
　
七
・
　
六
・
二
七

後
桜
町

内
侍
所

御
神
楽

天
皇

孛
星
出
現
　
三
箇
夜

同
　
　
七
・
閏
六
・
二
八

後
桜
町

七
社
七
寺

御
祈

天
皇

変
異
の
た
め
天
下
安
全
・
宝
祚
長
久
・
東
宮

延
命
を
祈
る

同
　
　
七
・
　
七
・
二
五

後
桜
町

仁
和
寺
（
真
乗
院
）

祈
雨
法

天
皇

炎
旱
水
渇
人
民
困
窮
の
た
め

同
　
　
九
・
　
九
・
　
七

後
桃
園

内
侍
所

五
常
楽
　
千
反

将
軍
家
治

関
東
火
災
（
春
）・
大
風
雨
（
秋
）
の
た
め

安
永
　
七
・
　
七
・
二
二

後
桃
園

七
社
七
寺

御
祈

天
皇

洛
中
洪
水
の
た
め

天
明
　
八
・
　
二
・
一
七

光
格

七
社
七
寺

御
祈

天
皇

洛
中
火
事
・
内
裏
炎
上
の
た
め
天
下
泰
平
・

玉
体
安
穏
・
宝
祚
長
久
の
祈

寛
政
　
元
・
　
六
・
　
三

光
格

七
社
七
寺

御
祈

天
皇

降
雨
御
祈
　
七
日
間

同
　
　
九
・
閏
七
・
一
一

光
格

七
社
七
寺

御
祈

天
皇

祈
雨
　
累
月
炎
旱
に
よ
る

享
和
　
二
・
　
七
・
二
六

光
格

土
御
門
第

天
曹
地
府
祭

天
皇

天
災
地
妖
を
除
去

文
化
　
八
・
　
九
・
二
二

光
格

七
社
七
寺

御
祈

天
皇

彗
星
・
孛
星
出
現
（
九
月
二
〇
日
よ
り
）

文
政
一
三
・
　
七
・
　
三

仁
孝

七
社
七
寺

祈
禱

天
皇

地
震
　
一
四
日
間

※
同
一
三
・
　
九
・
一
一

仁
孝

伊
勢
例
幣

祈
禱

天
皇

宣
命
に
地
震
（
七
月
二
日
以
来
）
の
弁
明



千
葉
経
済
論
叢
　
第
58
号

三
二

天
保
三
・
閏
一
一
・
一
四

仁
孝

内
侍
所

御
神
楽

天
皇

文
政
一
三
年
地
震
後
祈
の
た
め

同
　
　
七
・
一
一
・
　
七

仁
孝

春
日
社

神
楽

天
皇

同
社
樹
木
枯
死
の
祈
禱
　
　
七
日
間

同
　
一
四
・
　
二
・
二
六

仁
孝

伊
勢
・
石
清
水
・
賀
茂

社
、
延
暦
・
園
城
・
東

寺
等
諸
社
寺

祈
禱

天
皇

彗
星
出
現

同
　
一
四
・
　
八
・
一
五

仁
孝

神
泉
苑

御
祈

天
皇

祈
雨
（
炎
旱
の
た
め
）
七
日
間
た
め
）

嘉
永
　
三
・
　
四
・
　
八

孝
明

七
社
七
寺

祈
禱

天
皇

異
国
船
出
没
の
為
、
国
土
平
安
を
祈
る

同
　
　
三
・
　
九
・
　
三

孝
明

七
社

祈
禱

天
皇

天
災
の
為
、
天
下
泰
平
・
宝
祚
長
久
・
万
民

安
穏
の
御
祈

同
　
　
六
・
　
六
・
一
五

孝
明

七
社
七
寺

祈
禱

天
皇

外
患
祈
禱
（
米
艦
浦
賀
来
航
）

※
同
六
・
八
・
一
五

孝
明

石
清
水

放
生
会

天
皇

国
土
平
安
（
異
国
船
渡
来
）

※
同
六
・
九
・
一
一

孝
明

伊
勢

例
幣
使

天
皇

同
右

同
　
　
六
・
一
一
・
二
三

孝
明

熱
田
社
等
一
〇
社

祈

天
皇

同
右
　
　
　
一
二
月
一
七
日
よ
り
七
日
間

同
　
　
六
・
一
二
・
　
三

孝
明

伊
勢
以
下
二
二
社

祈

天
皇

同
右
　
一
二
月
一
七
日
よ
り
七
日
間

同
　
　
七
・
　
二
・
　
九

孝
明

伊
勢

祈

天
皇

外
夷
攘
斥
・
国
土
平
安
の
祈

同
　
　
七
・
　
二
・
二
二

孝
明

伊
勢
以
下
諸
国
大
社

祈
禱

天
皇

国
土
平
安
　
七
日
間

同
　
　
七
・
　
四
・
二
一

孝
明

七
社
七
寺
　
秋
葉
寺

祈
禱

天
皇

災
異
祈
禳
（
内
裏
炎
上
）

同
　
　
七
・
　
六
・
一
五

孝
明

七
社
七
寺

祈
禱

天
皇

災
異
祈
禳
（
地
震
）

同
　
　
七
・
　
九
・
二
三

孝
明

七
社
七
寺

祈

天
皇

外
夷
攘
斥
・
国
土
平
安
の
祈

同
　
　
七
・
一
一
・
一
六

孝
明

七
社
七
寺

祈
禱

天
皇

災
変
祈
禳
　
巻
数
を
将
軍
に
献
上



近
世
朝
廷
と
寺
社
の
祈
禱
　
―
近
世
的
七
社
七
寺
体
制
の
成
立
と
朝
幕
関
係
―
　
　
　
　
　
　
　
間
　
瀬
　
久
美
子

三
三

嘉
永
　
七
・
一
一
・
二
〇

孝
明

賀
茂

臨
時
祭

天
皇

外
国
船
に
よ
る
国
土
平
安

安
政
　
二
・
　
二
・
二
三

孝
明

伊
勢

奉
幣
使

天
皇

災
変
・
国
土
平
安

同
　
　
二
・
　
七
・
一
四

孝
明

神
泉
苑

祈
禱

天
皇

祈
雨

同
　
　
二
・
一
〇
・
一
〇

孝
明

七
社
七
寺

祈
禳

天
皇

江
戸
大
地
震
に
よ
る
災
変
祈
禳
　
巻
数
関
東

に
献
上

同
　
　
三
・
　
一
・
二
一

孝
明

二
二
社
諸
国
大
社

祈
禱

天
皇

異
国
船
渡
来
に
よ
る
国
土
平
安

同
　
　
五
・
　
六
・
一
七

孝
明

伊
勢

勅
使
発
遣

天
皇

外
患
禳
除
（
徳
大
寺
公
純
）、
天
皇
連
夜
東

庭
出
御
伊
勢
御
拝
・
内
侍
所
参
拝

同
　
　
五
・
　
六
・
二
三

孝
明

石
清
水
・
賀
茂

勅
使
発
遣

天
皇

外
患
祈
禳
（
石
清
水
：
中
山
忠
能
、　
賀
茂
：

正
親
町
三
条
實
愛
）

同
　
　
五
・
　
八
・
一
五

孝
明

石
清
水

放
生
会

天
皇

四
海
静
謐

同
　
　
五
・
　
九
・
　
三

孝
明

七
社
七
寺

祈
禳

天
皇

災
異
（
彗
星
出
現
）

同
　
　
六
・
　
二
・
二
五

孝
明

諸
国
大
社

祈
禱

天
皇

正
五
九
月
に
国
土
平
安
御
祈

同
日

孝
明

内
侍
所

祈
禱

天
皇

正
五
九
月
に
国
土
平
安
御
祈

同
　
　
六
・
　
七
・
一
四

孝
明

七
社
七
寺

祈
禱

天
皇

悪
疫
流
行
の
兆
の
た
め

同
　
　
六
・
一
〇
・
二
七

孝
明

内
侍
所

祈
禱

天
皇

江
戸
城
本
丸
炎
上
の
た
め
武
門
無
異
祈
禱
、

七
日
間

同
　
　
七
・
　
二
・
　
七

孝
明

七
社
七
寺

祈
禳

天
皇

悪
疫
祈
禳
　
七
日
間

同
日

孝
明

内
侍
所

祈
禳

天
皇

悪
疫
祈
禳
　
七
日
間

文
久
　
二
・
　
三
・
　
九

孝
明

春
日
社

祈
謝

天
皇

異
変
（
春
日
社
神
鏡
墜
破
）
の
為



千
葉
経
済
論
叢
　
第
58
号

三
四

文
久
　
二
・
　
三
・
一
五

孝
明

春
日

御
神
楽

天
皇

七
日
夜
の
御
神
楽
（
神
鏡
墜
破
）
の
為

同
　
　
二
・
閏
八
・
一
一

孝
明

祇
園
社
・
清
荒
神

祈

天
皇

悪
疫
流
行
の
た
め
、
七
日
間

同
　
　
三
・
　
三
・
　
四

孝
明

伊
勢

勅
使
発
遣

天
皇

外
夷
攘
斥
・
国
土
平
安
祈
願
　（
勅
使
柳
原

光
愛
他
）

同
　
　
三
・
　
三
・
　
六

孝
明

泉
涌
寺

勅
使
発
遣

天
皇

外
患

同
　
　
三
・
　
三
・
　
八

孝
明

石
清
水

勅
使
発
遣

天
皇

外
患
（
勅
使
庭
田
重
胤
）

同
　
　
三
・
　
三
・
一
一

孝
明

賀
茂
下
上

行
幸

天
皇

攘
夷

同
　
　
三
・
　
三
・
二
四

孝
明

神
武
天
皇
陵
・
　
神
功

皇
后
陵

勅
使
発
遣

天
皇

外
患
（
山
稜
使
今
出
川
實
順
）

同
日

孝
明

石
清
水

臨
時
祭

天
皇

外
攘

同
　
　
三
・
　
四
・
一
一

孝
明

石
清
水

行
幸

天
皇

外
患
禳
除
（
将
軍
大
名
供
奉
）

同
　
　
三
・
　
四
・
二
一

孝
明

賀
茂

賀
茂
祭

天
皇

宣
命
に
外
夷
の
禳
除
　（
宣
命
使
公
允
）

同
　
　
三
・
　
五
・
一
四

孝
明

内
宮
風
日
祈
宮
・
外
宮

風
宮

祈

天
皇

天
下
ノ
安
泰
　
七
日
間

同
　
　
三
・
　
五
・
二
四

孝
明

善
通
寺
（
讃
岐
）

祈
禱

天
皇

外
夷
祈
禳
（
善
通
寺
か
ら
の
申
出
）

同
　
　
三
・
一
一
・
二
八

孝
明

神
武
天
皇
陵

勅
使
発
遣

天
皇

攘
夷
（
山
稜
使
日
野
光
愛
）

同
　
　
三
・
一
二
・
　
二

孝
明

秋
葉
寺

祈
禱

天
皇

災
異
（
火
災
）
祈
禳
　
八
日
よ
り
七
日
間

元
治
　
元
・
　
四
・
二
七

孝
明

七
社

奉
幣
使

天
皇

攘
夷

同
　
　
元
・
　
五
・
二
一

孝
明

宇
佐
宮
・
香
椎
宮

奉
幣
使

天
皇

攘
夷



近
世
朝
廷
と
寺
社
の
祈
禱
　
―
近
世
的
七
社
七
寺
体
制
の
成
立
と
朝
幕
関
係
―
　
　
　
　
　
　
　
間
　
瀬
　
久
美
子

三
五

元
治
　
元
・
　
八
・
　
七

孝
明

七
社
七
寺

祈
禳

天
皇

災
異
祈
禳
・
国
土
平
安
　
七
日
間
（
八
月
一

四
日
よ
り
）

同
　
　
元
・
　
九
・
　
八

孝
明

内
侍
所

御
神
楽

天
皇

臨
時
御
神
楽

同
　
　
元
・
　
九
・
一
一

孝
明

伊
勢

例
幣
使
発
遣

天
皇

災
厄
祈
禳
（
甲
子
年
に
当
た
り
）

同
　
　
元
・
　
九
・
一
五

孝
明

石
清
水

放
生
会

天
皇

内
憂
外
患
祈
禳
（
甲
子
ノ
年
）

同
　
　
元
・
　
九
・
一
七

孝
明

石
清
水
・
賀
茂

奉
幣
使
発
遣

天
皇

内
憂
外
患
祈
禳

同
　
　
元
・
一
一
・
一
四

孝
明

北
野

臨
時
祭
再
興

天
皇

内
憂
外
患
祈
禳

慶
応
　
元
・
　
四
・
二
四

孝
明

吉
田
社

吉
田
祭
再
興

天
皇

内
憂
外
患
祈
禳

同
　
　
元
・
　
六
・
二
二

孝
明

祇
園
社

臨
時
祭
再
興

天
皇

内
憂
外
患
祈
禳

同
　
　
元
・
一
〇
・
　
七

孝
明

七
社
七
寺

祈
禱

天
皇

天
下
太
平
（
国
事
多
事
に
よ
る
）

同
日

孝
明

内
侍
所

祈
禱

天
皇

天
下
太
平
　
七
日
間

同
　
　
二
・
　
四
・
　
五

孝
明

禁
苑
（
宮
廷
）

清
祓

（
稲
荷
神
職
）

天
皇

怪
異
（
流
産
子
児
肩
狐
喰
破
）

同
　
　
二
・
　
四
・
　
七

孝
明

松
尾
社

松
尾
祭
再
興

天
皇

内
憂
外
患
祈
禳

同
　
　
二
・
　
九
・
一
四

孝
明

石
清
水

奉
幣
使
発
遣

天
皇

風
水
ノ
災
祈
禳


